
JP 2011-120917 A 2011.6.23

10

(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】個人の生理学的状態及び種々のコンテキストパ
ラメータに関するデータを収集し保存するための１また
はそれ以上のセンサーを備えた装置の提供。
【解決手段】生理学的情報またはコンテキスト情報を検
知する装置は、可撓性部分、それに着脱自在に固着され
たハウジング８０５、１またはそれ以上のセンサー及び
プロセッサを含む。その装置は調整可能な動作パラメー
タを有する。別の装置として、熱束を測定するものがあ
り、それはハウジング８０５、公知の抵抗率のベース部
材、処理ユニット、及び１つは身体と熱的伝送関係にあ
り、もう一方は周囲環境と熱的伝送関係にある２つの温
度測定装置を有する。さらに別の装置として、ハウジン
グ８０５を身体に固着するための接着剤をその表面上に
有するハウジング８０５を有するものがある。さらに別
の装置として、互いに垂直な凹状部及び凸状部を有する
内側表面を備えたハウジング８０５を備えたものがある
。
【選択図】図３４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
着用者の身体から人間の生理学的情報及びコンテキスト情報のうちの少なくとも１つを検
知する装置であって、
　着用者の身体への着脱自在な固着を可能にする接着剤を有するハウジングと、
　着用者の１またはそれ以上の生理学的パラメータを示すデータの発生を容易にするよう
に構成された生理学的センサー及び着用者の１またはそれ以上のコンテキストパラメータ
を示すデータの発生を容易にするように構成されたコンテキストセンサーより成る群から
選択され、ハウジング内に支持された少なくとも２つのセンサーと、
　ハウジング内に支持され、センサーと電気通信関係にあり、生理学的パラメータを示す
データ及びコンテキスト情報を示すデータのうちの少なくとも１つから導出データを発生
する処理ユニットと、
　ハウジング内に支持され、生理学的パラメータを示すデータ、コンテキスト情報を示す
データ及び導出データを送受信するトランシーバとより成る装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はまた、個人の生理学的状態及び種々のコンテキストパラメータに関するデータ
を収集し保存するための１またはそれ以上のセンサーを備えた装置の多数の実施例に係る
。
【背景技術】
【０００２】
　社会における健康問題の多くは、全面的または部分的に不健康なライフスタイルにその
原因があることが研究により分かっている。この社会では、人は、ますます早いペースで
結果指向のライフスタイルを送ることを余儀なくされるが、その結果、食事の習慣が不健
康で、ストレスレベルが高く、運動不足となり、睡眠の習慣が不健康で、精神集中しリラ
ックスする時間を見つけるのが不可能となることが多い。このことを自覚して、人間は、
より健康なライフスタイルの確立にますます関心を寄せるようになっている。
【０００３】
　ＨＭＯ（健康維持組織）または同様な組織の形態で実現される伝統的医学は、より健康
なライフスタイルに関心のある人々のニーズに応えるための時間またはトレーニング若し
くは機構を用意していない。フィットネスプログラム及び運動器具、ダイエットプラン、
自助努力の本、代替療法の流行、最も最近ではインターネット上の健康情報ウェブサイト
の盛況を含む、これらの人々のニーズを満たすいくつかの試みがある。これらの試みはそ
れぞれ、個人が自律的に健康になるように努力するのを目標としている。しかしながら、
これらの試みは、健康なライフスタイルを求める人々のニーズのほんの一部に照準を定め
ており、大部分の人がより健康なライフスタイルを確立しようとして直面する現実の障害
の多くを無視している。これらの障害には、各個人がモチベーションを発見し、より健康
なライフスタイルを達成する計画を立て、進捗状況をモニターし、問題が生じた場合、ブ
レインストーミングにより解決法を発見しようとすれば、通常は、彼または彼女自身が独
力で行う以外に方法がないという事実；現存のプログラムは、より健康なライフスタイル
のある特定の局面だけに限られており、完全なパッケージとして提供されることはまれで
あるという事実；また、推奨される案が個人の特異な特性または彼の生活環境に焦点を合
わせていないことが多いという事実が含まれる。
【発明の概要】
【０００４】
　着用者の身体から人間の生理学的情報及びコンテキスト情報のうちの少なくとも１つを
検知する装置を開示するが、この装置は、身体の少なくとも一部に係合するように構成さ
れた可撓性部分と、可撓性部分に着脱自在に固着されたハウジングとを有する。ハウジン
グは、生理学的センサー及び／またはコンテキストセンサーと、センサーと電子通信関係
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にある処理ユニットとを支持する。１つの実施例によると、この装置は、ハウジングに選
択的に着脱自在に固定可能な多数の可撓性部分を備えることができる。この装置はまた、
特定の時点でハウジングに固着されている特定の可撓性部分に応じて調整可能な動作パラ
メータを有する。動作パラメータは、例えば、ハウジング上またはその内部に設けたスイ
ッチと各可撓性部分上またはその内部に設けたスイッチ作動手段の相互作用によりを調整
できる。舌状部と溝、接着剤、磁石及び弾性バンドを含む（これらに限定されない）ハウ
ジングを可撓性部分に着脱自在に固着する種々の構造が記載されている。この装置はまた
、コンピュータ装置との間で情報を送受信する無線トランシーバーを備えることができる
。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１】本発明に従って電子ネットワークを介して生理学的データ及びライフスタイルを
モニターするシステムの実施例を示す。
【図２】図１のセンサー装置の一実施例を示すブロック図である。
【図３】図１の中央モニターユニットの一実施例を示すブロック図である。
【図４】図１の中央モニターユニットの別の実施例を示すブロック図である。
【図５】本発明の一局面であるヘルスマネジャーのウェブページの好ましい実施例を示す
。
【図６】本発明の一局面である栄養ウェブページの好ましい実施例を示す。
【図７】本発明の一局面である活動レベルウェブページの好ましい実施例を示す。
【図８】本発明の一局面である精神集中ウェブページの好ましい実施例を示す。
【図９】本発明の一局面である睡眠ウェブページの好ましい実施例を示す。
【図１０】本発明の一局面である毎日の生活ウェブページの好ましい実施例を示す。
【図１１】本発明の一局面である健康度ウェブページの好ましい実施例を示す。
【図１２】図１に示すセンサー装置の特定実施例の正面図である。
【図１３】図１に示すセンサー装置の特定実施例の裏面図である。
【図１４】図１に示すセンサー装置の特定実施例の側面図である。
【図１５】図１に示すセンサー装置の特定実施例の底面図である。
【図１６】図１に示すセンサー装置の特定実施例の正面斜視図である。
【図１７】図１に示すセンサー装置の特定実施例の正面斜視図である。
【図１８】図１に示すセンサー装置の特定実施例の展開側面斜視図である。
【図１９】図１２乃至１８に示すセンサー装置の側面図である。
【図２０】図１２乃至１８に示すセンサー装置の一部を形成する、プリント回路板に装着
されるか結合される全てのコンポーネントのブロック図である。
【図２１】本発明の別の実施例による健康及び壮健状態をモニターする装置のブロック図
である
【図２２】本発明によるセンサー装置の別の実施例を示す正面図である。
【図２３】本発明によるセンサー装置の別の実施例を示す裏面図である。
【図２４】図２２に示すセンサー装置の線Ａ－Ａに沿う断面図である。
【図２５】図２２に示すセンサー装置の線Ｂ－Ｂに沿う断面図である。
【図２６】図２２に示すセンサー装置の線Ａ－Ａに沿う断面図であり、センサー装置のハ
ウジングの内部コンポーネントを示す。
【図２７】プリント基板に取り付けられるかそれに結合されて、図２２乃至２６に示すセ
ンサー装置の実施例の一部を形成するコンポーネントのブロック図である。
【図２８】ＬＣＤを含む本発明によるセンサー装置の別の実施例を示す正面図である。
【図２９】プリント基板に取り付けられるかそれに結合されて、図２２乃至２６に示すセ
ンサー装置の実施例の一部を形成するコンポーネントのブロック図である。
【図３０】ハウジングが可撓性部分に着脱自在に固着された本発明によるセンサー装置の
別の実施例を示す等角投影図である。
【図３１】ハウジングが可撓性部分に着脱自在に固着された本発明によるセンサー装置の
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別の実施例を示す等角投影図である。
【図３２】ハウジングが可撓性部分に着脱自在に固着された本発明によるセンサー装置の
別の実施例を示す等角投影図である。
【図３３】本発明の１つの局面による動作パラメータが調節自在のセンサー装置の一実施
例を示す等角投影図である。
【図３４】ハウジングを身体に着脱自在に固着するためにハウジングの外側表面に接着剤
を有する本発明のセンサー装置の別の実施例を示す等角投影図である。
【図３５Ａ】従来技術のセンサー装置のハウジングを示す断面図である。
【図３５Ｂ】従来技術のセンサー装置のハウジングを示す断面図である。
【図３５Ｃ】図２３の線Ｃ－Ｃに沿う本発明の１つの局面によるセンサー装置の実施例を
示す断面図である。
【図３５Ｄ】図２３の線Ｃ－Ｃに沿う本発明の１つの局面によるセンサー装置の実施例を
示す断面図である。
【図３５Ｅ】図２３の線Ｃ－Ｃに沿う本発明の１つの局面によるセンサー装置の実施例を
示す断面図である。
【図３５Ｆ】図２３の線Ｃ－Ｃに沿う本発明の１つの局面によるセンサー装置の実施例を
示す断面図である。
【図３５Ｇ】図２３の線Ｃ－Ｃに沿う本発明の１つの局面によるセンサー装置の実施例を
示す断面図である。
【図３５Ｈ】図２３の線Ｃ－Ｃに沿う本発明の１つの局面によるセンサー装置の実施例を
示す断面図である。
【図３６Ａ】従来技術のセンサー装置のハウジングを示す断面図である。
【図３６Ｂ】図２３の線Ｄ－Ｄに沿う本発明の１つの局面によるセンサー装置のハウジン
グの実施例を示す断面図である。
【図３６Ｃ】図２３の線Ｄ－Ｄに沿う本発明の１つの局面によるセンサー装置のハウジン
グの実施例を示す断面図である。
【図３６Ｄ】図２３の線Ｄ－Ｄに沿う本発明の１つの局面によるセンサー装置のハウジン
グの実施例を示す断面図である。
【図３６Ｅ】図２３の線Ｄ－Ｄに沿う本発明の１つの局面によるセンサー装置のハウジン
グの実施例を示す断面図である。
【図３６Ｆ】図２３の線Ｄ－Ｄに沿う本発明の１つの局面によるセンサー装置のハウジン
グの実施例を示す断面図である。
【図３６Ｇ】図２３の線Ｄ－Ｄに沿う本発明の１つの局面によるセンサー装置のハウジン
グの実施例を示す断面図である。
【図３６Ｈ】図２３の線Ｄ－Ｄに沿う本発明の１つの局面によるセンサー装置のハウジン
グの実施例を示す断面図である。
【図３７】底面または内側表面が１つの方向で凹形であり、別の方向で凸形である本発明
によるセンサー装置のハウジングを示す等角投影図である。
【図３８Ａ】平坦な上面及び平坦な横方向端部を有するセンサー装置のハウジングを示す
断面図である。
【図３８Ｂ】平坦な上面及び平坦な横方向端部を有するセンサー装置のハウジングを示す
断面図である。
【図３８Ｃ】平坦な上面及び平坦な横方向端部を有するセンサー装置のハウジングを示す
断面図である。
【図３８Ｄ】平坦な上面及び平坦な横方向端部を有するセンサー装置のハウジングを示す
断面図である。
【図３９Ａ】表面が物体を変形させハウジングの移動を阻止するように設計されたセンサ
ー装置のハウジングの実施例を示す断面図である。
【図３９Ｂ】表面が物体を変形させハウジングの移動を阻止するように設計されたセンサ
ー装置のハウジングの実施例を示す断面図である。
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【図３９Ｃ】表面が物体を変形させハウジングの移動を阻止するように設計されたセンサ
ー装置のハウジングの実施例を示す断面図である。
【図３９Ｄ】表面が物体を変形させハウジングの移動を阻止するように設計されたセンサ
ー装置のハウジングの実施例を示す断面図である。
【図３９Ｅ】表面が物体を変形させハウジングの移動を阻止するように設計されたセンサ
ー装置のハウジングの実施例を示す断面図である。
【図３９Ｆ】表面が物体を変形させハウジングの移動を阻止するように設計されたセンサ
ー装置のハウジングの実施例を示す断面図である。
【図３９Ｇ】可撓性部分に固着された図３９Ｅに示すハウジングの断面図である。
【実施例】
【０００６】
　一般的に、本発明では、個人の生理学的状態、ライフスタイル及びある特定のコンテキ
ストパラメータに関するデータを収集し、その後でまたはリアルタイムで、そのデータを
、好ましくは個人から離れたサイトへ、好ましくはインターネットのような電子的ネット
ワークを介して送った後、処理して受け手に提示するために蓄積する。本明細書中の用語
「コンテキストパラメータ」は、空気の質、音の品質、周囲温度、地球上の位置などを含
む（それらに限定されない）個人の環境、周囲及び場所に関するパラメータを意味する。
図１を参照して、ユーザーの場所５には、身体の少なくとも一部に近接配置されるセンサ
ー装置１０がある。センサー装置１０は、個人のユーザーが、例えばぴったり体に合うシ
ャツのような衣服の一部またはアームバンドの一部として身に付けるのが好ましい。セン
サー装置１０は、個人の生理学的特性に応答して信号を発生する１またはそれ以上のセン
サーと、マイクロプロセッサーとを有する。本明細書中の用語「近接」は、センサー装置
１０のセンサーと個人の体とが、センサーの能力が妨げられないようにある材料またはあ
る距離だけ離隔された状態を意味する。
【０００７】
　センサー装置１０は、人間の心拍数、脈搏数、拍動間の変異、ＥＫＧまたはＥＣＧ、呼
吸数、皮膚温度、中心部体温、体からの熱流、電気皮膚反応またはＧＳＲ、ＥＭＧ、ＥＥ
Ｇ、ＥＯＧ、血圧、体脂肪、水分補給レベル、活動レベル、酸素消費量、グルコースまた
は血糖値、体位、筋肉または骨にかかる圧力、紫外線吸収のような人間の種々の生理学的
パラメータを示すデータを発生する。ある特定の場合、種々の生理学的パラメータを示す
データは、１またはそれ以上のセンサーが発生する信号それ自体であり、場合によっては
、１またはそれ以上のセンサーが発生する信号に基づきマイクロプロセッサーが計算した
データである。種々の生理学的パラメータを示すデータを発生する方法及び使用センサー
は公知である。表１は、かかる周知の方法のいくつかの例について、問題のパラメータ、
使用方法、使用センサー装置及び発生される信号を示す。表１はまた、そのデータを発生
するためにはセンサーが発生する信号にさらに処理を加える必要があるか否かを示す。
【０００８】
　　　　　　　　　　　　　　　　表　　１
パラメータ　　方法　　　　　　センサー　　　　　　信号　　　　さらに処理
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を要するか
心拍数　　　　ＥＫＧ　　　　　電極２個　　　　　　直流電圧　　　Ｙｅｓ
脈搏数　　　　ＢＶＰ　　　　　ＬＥＤ及び　　　　　抵抗変化　　　Ｙｅｓ
　　　　　　　　　　　　　　　光センサー
拍動間変異　　脈搏数　　　　　電極２個　　　　　　直流電圧　　　Ｙｅｓ
ＥＫＧ　　　　皮膚表面電位　　電極３－１０個　　　直流電圧　　　Ｎｏ
呼吸数　　　　胸部体積変化　　ひずみ計　　　　　　抵抗変化　　　Ｙｅｓ
皮膚温度　　　表面温度計　　　サーミスタ　　　　　抵抗変化　　　Ｙｅｓ
中心部体温　　食道または　　　サーミスタ　　　　　抵抗変化　　　Ｙｅｓ
　　　　　　　直腸プローブ
熱流　　　　　熱流束　　　　　サーモパイル　　　　直流電圧　　　Ｙｅｓ
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電気皮膚反応　皮膚コンダクタンス　電極２個　　　　抵抗変化　　　Ｎｏ
ＥＭＧ　　　　皮膚表面電位　　電極３個　　　　　　直流電圧　　　Ｎｏ
ＥＥＧ　　　　皮膚表面電位　　電極多数　　　　　　直流電圧　　　Ｙｅｓ
ＥＯＧ　　　　眼球の動き　　　薄膜圧電センサー　　直流電圧　　　Ｙｅｓ
血圧　　　　　非侵襲性　　　　電子血圧計　　　　　抵抗変化　　　Ｙｅｓ
　　　　　　　コロトコフ音
体脂肪　　　体インピーダンス　動作電極２個　　インピーダンス変化　Ｙｅｓ
毎分Ｇショック　体の動き　　　加速度計　　　　　　直流電圧　　　　Ｙｅｓ
の活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容量変化
酸素消費量　　酸素摂取　　　　電気化学的センサー　直流電圧変化　　Ｙｅｓ
グルコース　　非侵襲性　　　　電気化学的センサー　直流電圧変化　　Ｙｅｓ
レベル体位（例えば、　　　　　水銀スイッチアレイ　直流電圧変化　　Ｙｅｓ
横臥、直立、座位）
筋圧　　　　　　　　　　　　　薄膜圧電センサー　　直流電圧変化　　Ｙｅｓ
紫外線吸収　　　　　　　　　　紫外光セル　　　　　直流電圧変化　　Ｙｅｓ
【０００９】
　表１に掲げたデータの種類は、センサー装置１０が発生可能なデータの種類を例示する
ものである。他の種類のデータも、本発明の範囲から逸脱することなくセンサー装置１０
により発生できることを理解されたい。
【００１０】
　センサー装置１０のマイクロプロセッサーは、データを要約し分析するようにプログラ
ム可能である。例えば、マイクロプロセッサーは、１０分のような所定の時間にわたる心
拍数または呼吸数の平均値、最小値または最大値を計算するようにプログラム可能である
。センサー装置１０は、１またはそれ以上の生理学的パラメータを示すデータに基づき個
人の生理学的状態に関する情報を導出することができる。センサー装置１０のマイクロプ
ロセッサー１０は、公知の方法により、１またはそれ以上の生理学的パラメータを示すデ
ータに基づきかかる情報を導出するようにプログラムされている。表２は、導出可能な情
報の種類の例と、そのために使用可能なデータの種類の一部を示す。
【００１１】
　　　　　　　　　　　　　　　　表　　２
導出情報　　　　　　　　　　　　使用データ
排卵　　　　　　　皮膚温度、中心部温度、酸素消費量
入眠／覚醒　　　　拍動間変異、心拍数、脈搏数、呼吸数、皮膚温度、中心部体温
　　　　　　　　　熱流、電気皮膚反応、ＥＭＧ、ＥＥＧ、ＥＯＧ、血圧、
　　　　　　　　　酸素消費量
カロリー消費量　　心拍数、脈搏数、呼吸数、熱流、活動、酸素消費量
基礎代謝率　　　　心拍数、脈搏数、呼吸数、熱流、活動、酸素消費量
基礎体温　　　　　皮膚温度、中心部体温
活動レベル　　　　心拍数、脈搏数、呼吸数、熱流、活動、酸素消費量
ストレスレベル　　拍動間変異、心拍数、脈搏数、呼吸数、皮膚温度、
　　　　　　　　　熱流、電気皮膚反応、ＥＭＧ、ＥＥＧ、血圧、活動、
　　　　　　　　　酸素消費量
弛緩レベル　　　　拍動間変異、心拍数、脈搏数、呼吸数、皮膚温度、
　　　　　　　　　熱流、電気皮膚反応、ＥＭＧ、ＥＥＧ、血圧、活動、
　　　　　　　　　酸素消費量
最大酸素消費率　　ＥＭＧ、心拍数、脈搏数、呼吸数、熱流、
　　　　　　　　　血圧、活動、酸素消費量
立ち上がり時間または　　　心拍数、脈搏数、呼吸数、熱流、酸素消費量
休止率から目標最大値
の８５％まで上昇する
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に要する時間
ゾーンにおける時間　　　　心拍数、脈搏数、呼吸数、熱流、酸素消費量
または心拍数が目標
最大値の８５％以上
であった時間
回復時間または心拍数　　　心拍数、脈搏数、呼吸数、熱流、酸素消費量
が目標最大値の８５％
以上になった後休止率
に戻るに要する時間
【００１２】
　さらに、センサー装置１０は、個人を取り巻く環境に関する種々のコンテキストパラメ
ータを示すデータを発生できる。例えば、センサー装置１０は、空気の質、音のレベル／
品質、個人の近くの光の質または周囲温度、もしくは個人の地球的位置を示すデータを発
生可能である。センサー装置１０は、個人を取り巻く環境に関連するコンテキスト特性に
応答して信号を発生する１またはそれ以上のセンサーを備えており、これらの信号は最終
的に上述した種類のデータの発生に使用される。かかるセンサーは、空気の質、音のレベ
ル／品質、周囲温度及び地球的位置のようなコンテキストパラメータに関するデータを発
生させる方法と同様によく知られている。
【００１３】
　図２は、センサー装置１０の一実施例を示すブロック図である。センサー装置１０は、
少なくとも１つのセンサー１２と、マイクロプロセッサー２０とを有する。センサー１２
が発生する信号の性質に依り、その信号は増幅器１４、コンディショニング回路１６及び
アナログ－デジタルコンバーター１８のうちの１またはそれ以上のコンポーネントを介し
てマイクロプロセッサー２０へ送られる。例えば、センサー１２が増幅及びフィルタリン
グを必要とするアナログ信号を発生する場合、その信号は増幅器１４へ送られた後、例え
ばバンドパスフィルターのようなコンディショニング回路１６へ送られる。増幅及びコン
ディショニング済みのアナログ信号はアナログ－デジタルコンバーター１８へ送られ、そ
こでデジタル信号へ変換される。デジタル信号はその後、マイクロプロセッサー２０へ送
られる。センサー１２がデジタル信号を発生する場合は、その信号を直接マイクロプロセ
ッサー２０へ送ればよい。
【００１４】
　マイクロプロセッサー２０は、個人のある特定の生理学的またはコンテキスト特性を表
すデジタル信号を用いて、個人ユーザーの生理学的及び／またはコンテキストパラメータ
を示すデータを計算し、発生する。マイクロプロセッサー２０は、個人の生理学的状態の
少なくとも１つの局面に関する情報を導出するようにプログラムされている。マイクロプ
ロセッサー２０はまた、マイクロコントローラーもしくは上述した機能を有するプログラ
ム可能な他の種類のプロセッサーにより構成できることを理解されたい。
【００１５】
　本発明の一実施例によると、生理学的及び／またはコンテキストパラメータを使用する
データはフラッシュメモリーのようなメモリー２２へ送られ、そこで、以下に述べる態様
でアップロードされるまで保存される。図２はメモリー２２を個別素子として示すが、こ
のメモリーはマイクロプロセッサー２０の一部でもよいことを理解されたい。センサー装
置１０はまた、後述する態様である特定のデータ信号を出力すると共に入力として受ける
入出力回路２４を有する。従って、時間がたつと、センサー装置１０のメモリー２２には
、個人ユーザーの体及び／または環境に関するデータが増加する。そのデータは、図１に
示すように、センサー装置１０から、好ましくはローカルネットワークワークまたはイン
ターネットのような地球的規模の電子的ネットワークを介して定期的にアップロードされ
て遠隔の中央モニターユニット３０へ送られ、そこで、データベースに蓄積された後処理
してユーザーに提示される。データのアップロードは、センサー装置１０によるある特定
のレベル以下の心拍数の検知のような事象の発生により、または定期的に、センサー装置
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１０により始動される自動プロセスか、または毎日午後１０時のような、好ましくはある
定期的なスケジュールに従って個人ユーザーまたはそのユーザーにより許可された第三者
により始動されるものでもよい。あるいは、センサー装置１０は、メモリー２２にデータ
を蓄積しないでデータをリアルタイムで継続してアップロードしてもよい。
【００１６】
　センサー装置１０から中央モニターユニット３０へ保存蓄積のために行うデータのアッ
プロードには、種々の方法がある。一実施例において、センサー装置１０が収集するデー
タは、最初に図１に示すパソコン３５へ、例えば、ＲＳ２３２またはＵＳＢポートのよう
なシリアル接続手段である物理的接続手段４０により転送してアップロードされる。この
物理的接続は、市販の多くのパーソナルデジタルアシスタントでは普通であるように、セ
ンサー装置１０を挿入可能なパソコン３５に電子的に結合されるクレイドル（図示せず）
を用いて行ってもよい。データのアップロードは、その後クレイドルのボタンを押して始
動するかまたはセンサー装置１０の挿入と同時に自動的に始動することも可能である。セ
ンサー装置１０により収集されるデータは、最初に、データを、４５で示す赤外線または
無線通信のような短距離無線通信方式によりパソコン３５へ伝送することによりアップロ
ードしてもよい。
【００１７】
　そのデータは、パソコン３５が受信すると、オプションとして、良く知られた種々の方
法の任意のもので圧縮され、暗号化された後、好ましくはローカルネットワークまたはイ
ンターネットのような地球的規模の電子的ネットワークにより中央モニターユニット３０
へ送られる。パソコン３５の代わりに、例えばパーソナルデジタルアシスタントのような
電子的ネットワークにアクセス可能でそのネットワークに対してデータを送受信できる任
意の計算装置を使用できることに注意されたい。
【００１８】
　別の方法として、センサー装置１０が収集したデータを暗号化し、オプションとしてマ
イクロプロセッサー２０により圧縮した後、双方向ペイジャーまたはセルラー電話のよう
な無線装置５０へ送って、電子メールまたはＡＳＣＩＩまたはバイナリーデータとして無
線プロトコルを利用してローカル無線通信サイト５５へ長距離無線通信してもよい。ロー
カル無線通信サイト５５は、無線装置５０からの無線通信信号を受けるタワー６０とタワ
ーに接続されたコンピュータ６５とを有する。好ましい実施例によると、コンピューター
６５はインターネットのような電子的ネットワークにアクセス可能であり、インターネッ
トを介して中央モニターユニット３０へ送られた無線通信信号の形で受信したデータを送
信するために使用される。図１は無線装置５０をセンサー装置１０に結合された個別の装
置として示すが、その装置及びそれと同一または類似の機能を有する装置をセンサー装置
１０の一部として組み込んでもよい。
【００１９】
　センサー装置１０には、就寝時間、起床時間及び食事時間のような事象の時間を記録す
るためのボタンを備えている。これらの時間記録はセンサー装置１０に保存され、上述し
たようなデータの残部と共に中央モニターユニット３０へアップロードされる。この時間
記録はデジタル記録されたボイスメッセージを含むことがあるが、このメッセージは、中
央モニターユニット３０へアップロードされた後、音声認識技術を用いて、中央モニター
ユニット３０が利用可能なテキストまたは他の任意の情報フォーマットへ変換される。
【００２０】
　センサー装置１０による個人ユーザーの生理学的データを自動的に収集するだけでなく
、例えば、個人の体重を測定するか、個人の手または体の他の部分を載せるセンサー装置
１０に類似の感知装置によるか、若しくは、例えばレーザー技術またはｉＳｔ血液分析装
置を用いて個人の体を走査することにより、データを収集するように、キオスクを構成す
ることができる。キオスクは上述した処理能力及び関連の電子的ネットワークへのアクセ
ス能力を備え、従って、電子的ネットワークを介して中央モニターユニット３０へ収集し
たデータを送るように構成されている。個人の手または体の他の部分を載せることができ
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るセンサー装置１０に類似のデスクトップ感知装置を用意してもよい。かかるデスクトッ
プ感知装置の例として、個人の腕を入れる血圧モニターがある。個人が、センサー装置１
０を組み込んだリングを身に付けるようにしてもよい。このリングに結合するように構成
した基部（図示せず）を設けることができる。上述したデスクトップ感知装置または基部
を、物理的または短距離無線接続手段によりパソコン３５のようなコンピューターに結合
して、収集したデータが上述した態様で関連の電子的ネットワークにより中央モニターユ
ニット３０へアップロードされるようにしてもよい。例えば、パーソナルデジタルアシス
タントのようなモバイル装置に、センサー装置１０を組み込んでもよい。かかるセンサー
装置１０は、例えばその装置を手のひらに保持して体に近接配置すると、データを収集し
、収集したデータを上述した任意の方法により中央モニターユニット３０へアップロード
するように構成することができる。
【００２１】
　さらに、個人は、上述した態様でかかるデータを自動的に感知することによりデータを
収集するだけでなく、最終的に中央モニターユニット３０へ送られて保存される種々の生
活活動に関するデータを、自動的な手段によらずに、提供することが可能である。個人ユ
ーザーは、中央モニターユニット３０により維持されるウェブサイトにアクセス可能であ
り、テキストを自由に入力するか、ウェブサイトが行う質問に答えるか、またはウェブサ
イトにより提供されるダイアログボックスをクリックして、生活活動に関する情報を直接
入力することが可能である。中央モニターユニット３０は、生活活動に関する情報を集め
るように企図された質問を含む電子メールメッセージをパソコン３５またはパーソナルデ
ジタルアシスタント、ペイジャーまたはセルラー電話のような電子メールを受ける他の任
意の装置へ定期的に送るように構成することができる。その個人は、関連のデータの入力
により適当な電子メールメッセージに応答して、生活活動に関する情報を中央モニターユ
ニット３０へ提供する。中央モニターユニット３０は、個人ユーザーへある特定の質問を
行うためにそのユーザーに電話をするようにしてもよい。ユーザーは、電話のキーパッド
により情報を入力するかまたは音声により（この場合、従来の音声認識技術を中央モニタ
ーユニット３０が利用して応答を受け処理する）質問に答えることができる。ユーザーが
電話をかけることもあるが、この場合、ユーザーは直接人に話しかけるかまたはキーパッ
ドもしくは音声／音声認識技術より情報を入力することが可能である。中央モニターユニ
ット３０は、例えば、自動的に情報を収集できる、ワシントン州レッドモンドのマイクロ
ソフト社のアウトルックに含まれるようなユーザーの電子カレンダーのような、ユーザー
により制御される情報源にアクセスすることができる。生活活動に関するデータは、食事
、睡眠、運動、精神集中または弛緩、毎日の生活習慣、パターン及び／または活動に関連
するものである。従って、サンプル質問として、今日は昼食に何を食べましたか、昨晩は
何時に就寝しましたか、今朝は何時に起床しましたか、今日はトレッドミル上で何時間走
りましたか、が含まれる。
【００２２】
　ユーザーへのフィードバックは、直接センサー装置１０により、例えばＬＥＤまたはＬ
ＣＤを用いて可視的に行うか、センサー装置１０の少なくとも一部を熱変色性プラスチッ
クで構成するか、音響信号を用いるか若しくは振動のような触覚フィードバックによって
行うことができる。かかるフィードバックは、食事をさせるための、ビタミンのような薬
またはサプリメントを摂取させるための、運動または瞑想のような活動を行わせるための
、もしくは脱水症状が検知された場合に水を飲ませるための合図または警告となりうる。
さらに、合図または警告は排卵のような特定の生理学的パラメータが検知された場合、ト
レーニング時燃焼されるカロリーがあるレベルに達した場合、または心拍数または呼吸数
が高いレベルになった場合に発生することができる。
【００２３】
　当業者には明らかなように、中央モニターユニット３０からセンサー装置１０へデータ
をダウンロードすることも可能である。かかるダウンロードプロセスにおけるデータの流
れ方向は、センサー装置からのデータのアップロードに関連して上述した流れとは実質的
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に反対である。従って、センサー装置１０のマイクロプロセッサー２０のファームウェア
を遠隔操作により更新または変更する、即ち、新しいファームウェアをそのタイミング及
びサンプルレートのようなパラメータについて中央モニターユニット３０からセンサー装
置１０へダウンロードすることによりマイクロプロセッサーのプログラムを変更すること
が可能である。センサー装置１０により提供される合図／警告は、ユーザーが中央モニタ
ーユニット３０により維持されるウェブサイトを介して設定した後、センサー装置１０へ
ダウンロードすることが可能である。
【００２４】
　図３を参照して、該図は、中央モニターユニット３０の実施例を示すブロック図である
。中央モニターユニット３０は、ルーター７５に接続されたＣＳＵ／ＤＳＵ７０を備えて
いるが、ルーターの主要機能は、データリクエストまたは入出トラフィックをチェックし
、中央モニターユニット３０により維持されるウェブサイト上で処理し見ることができる
ように経路選択を行うことである。ルーター７５には、ファイアーウォール８０が接続さ
れている。ファイアーウォール８０の主要目的は、中央モニターユニット３０の残りの部
分を権限のないまたは悪意の侵入から保護することである。ファイアーウォール８０に接
続されたスイッチ８５は、ミドルウェアサーバー９５ａ乃至９５ｃとデータサーバー１１
０との間のデータの流れを制御するために使用される。負荷バランス装置９０は、入来リ
クエストの仕事負荷を同一構成のミドルウェアサーバー９５ａ乃至９５ｃに振り分けるた
めに設けられている。負荷バランス装置９０（その適当な例として、カリフォルニア州サ
ンホセのファウンドリーネットワークス社のF5 SeverIronがある）は、各ミドルウェアサ
ーバー９５ａ乃至９５ｃの利用可能性及び各ミドルウェアサーバー９５ａ乃至９５ｃにお
いて使用されるシステム資源の大きさを分析して、仕事がそれらの間に適切に振り分けら
れるようにする。
【００２５】
　中央モニターユニット３０は、データ中央記憶手段として働く記憶エリアネットワーク
またはＳＡＮのようなネットワーク記憶装置１００を有する。さらに詳しく説明すると、
ネットワーク記憶装置１００は、上述した態様で各個人ユーザーについて収集する全ての
データを蓄積するデータベースよりなる。適当なネットワーク記憶装置１００の例として
、マサチュセッツ州ホプキンスのイーエムシーコーポレイションにより販売されるSymmet
rix製品がある。図３はただ１つのネットワーク記憶装置１００を示すが、中央モニター
ユニット３０のデータ蓄積ニーズに応じて種々の容量を有する多数のネットワーク記憶装
置を使用できることを理解されたい。中央モニターユニット３０は、ネットワーク記憶装
置１００に結合されたデータベースサーバー１１０も有する。データベースサーバー１１
０は２つの主要な構成要素、即ち、大型のマルチプロセッサーサーバーと、カリフォルニ
ア州レッドウットのオラクルコーポレイションにより販売される８／８ｉまたはワシント
ン州レッドモンドのマイクロソフト社により販売される５０６７コンポーネントのような
企業タイプのソフトウェアサーバーとより成る。データサーバー１１０の主要機能は、リ
クエストに応じてネットワーク記憶装置１００に蓄積されたデータへアクセスし、ネット
ワーク記憶装置１００に新しいデータを入力することである。ネットワーク記憶装置１０
０にはコントローラー１１５が結合されるが、このコントローラーは通常、ネットワーク
記憶装置に蓄積されたデータを管理するためのデスクトップ型パソコンより成る。
【００２６】
　ミドルウェアサーバー９５ａ乃至９５ｃ（適当な例として、カリフォルニア州パロアル
トのマイクロシステムズインコーポレイテッドにより販売される２２ＯＲデュアルプロセ
ッサーがある）は、それぞれ、中央モニターユニット３０により維持されるウェブサイト
の会社またはホームウェブページを作成し維持するためのソフトウェアを含んでいる。当
該技術分野で知られているように、ウェブページはワールドワイドウェブ上で利用可能な
データのブロックであり、ＨＴＭＬ言語で書かれたファイルより成る。また、ウェブサイ
トはＷＷＷサーバープロセスを走らせるインターネット上の任意のコンピュータのことで
ある。会社またはホームウェブページは、適当なＵＲＬを用いることによりサイトを訪れ
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る一般大衆の全てにアクセス可能な起点となるウェブページである。当該技術分野でよく
知られているＵＲＬはＷＷＷ上で用いるアドレスの形態をとり、インターネット上におけ
るオブジェクト、通常はウェブページの場所を特定する標準的方法である。ミドルウェア
サーバー９５ａ乃至９５ｃはまた、登録して中央モニターユニット３０のメンバーになっ
た個人によってのみアクセス可能な中央モニターユニット３０のウェブサイトのウェブペ
ージを作成し維持するソフトウェアを含む。メンバーであるユーザーは、それらのデータ
を中央モニターユニット３０に蓄積するのを望む個人である。かかるメンバーユーザーは
、情報セキュリティーのためにパスワードによりアクセスできる。それらのウェブページ
の好ましい実施例について以下に説明するが、それらはネットワーク記憶装置１００のデ
ータベースに蓄積される収集したデータを用いて作成される。
【００２７】
　ミドルウェアサーバー９５ａ乃至９５ｃはまた、データベースサーバー１１０を介して
ネットワーク記憶装置１００からのデータのリクエスト及びその装置へのデータの書き込
みを行うソフトウェアを含む。個人ユーザーがデータをネットワーク記憶装置のデータベ
ースに書き込み、ネットワーク１００のデータベースに蓄積された自分のデータを見る目
的で中央モニターユニット３０によるセッションを開始したい場合、ユーザーは、ワシン
トン州レッドモンドのマイクロソフト社のインターネットエクスプローラのようなブラウ
ザープログラムを用いて中央モニターユニット３０のウェブページを訪れ、登録済みユー
ザーとしてログインする。負荷バランス装置９０は、ユーザーを、選択されたミドルウェ
アサーバーであるミドルウェアサーバー９５ａ乃至９５ｃのうちの１つに割り当てる。ユ
ーザーは、各セッション全体について所定のミドルウェアサーバーを割り当てられるのが
望ましい。選択されたミドルウェアサーバーは、よく知られた方法のうちの任意の方法に
よりユーザー認証を行って、真のユーザーだけがデータベースの情報にアクセスできるよ
うにする。メンバーであるユーザーはまた、ヘルスケアプロバイダーまたは個人的なトレ
イナーのような第三者に彼または彼女のデータへのアクセス権を与えることができる。ア
クセス権を付与された第三者にはそれぞれ別個のパスワードが与えられるが、そのパスワ
ードによって従来のブラウザーによりそのメンバーユーザーのデータを見ることができる
。従って、ユーザーもその第三者もそのデータの受け手となりうる。
【００２８】
　ユーザーが認証を受けると、選択されたミドルウェアサーバーは、データベースサーバ
ー１１０を介して、所定の時間の間、ネットワーク記憶装置１００からその個人ユーザー
のデータをリクエストする。所定の時間は３０日であるのが好ましい。リクエストされた
データをネットワーク記憶装置１００から受け取ると、その選択されたミドルウェアサー
バーはそのデータをキャッシュメモリー内に一時的に蓄積する。キャッシュされたデータ
は、再びユーザーのブラウザーを介してそのユーザーへウェブページの形態で情報を提示
するために、その選択されたミドルウェアサーバーにより利用される。各ミドルウェアサ
ーバー９５ａ乃至９５ｃは、そのデータを用いて処理及び計算を行うことによりそのデー
タをユーザーへの提示に好適なフォーマットに変換するためのソフトウェアを含むかかる
ウェブページ作成のための適当なソフトウェアを備えている。ユーザーがそのセッション
を終了すると、データはキャッシュから除去される。ユーザーが新しいセッションを始め
ると、上述したような、そのユーザーのためにデータを取り出してキャッシュするプロセ
スが繰り返される。従って、このキャッシュシステムではネットワーク記憶装置１００に
セッション毎に１回の電話をかければよいのが理想であり、それによりデータベースサー
バー１１０が取り扱う必要のあるトラフィックが減少する。特定セッションの時ユーザー
からのリクエストが既に取り出されたキャッシュデータの所定の時間を外れたデータを必
要とする場合は、選択されたミドルウェアサーバーがネットワーク記憶装置１００に別の
電話をかけるようにすればよい。しかしながら、その別の電話を最小限に抑えるように所
定の時間を選択する必要がある。キャッシュデータをキャッシュメモリーに保存して、ユ
ーザーが新しいセッションを始める時に使用できるようにすることにより、ネットワーク
記憶装置１００に新しく電話をする必要を無くすことも可能である。
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【００２９】
　表２に関連して説明したように、センサー装置１０のマイクロプロセッサーは、１また
はそれ以上の生理学的パラメータを示すデータに基づき個人の生理学的状態に関する情報
を導出するようにプログラムすることができる。中央モニターユニット３０及び好ましく
はミドルウェアサーバー９５ａ乃至９５ｃも、１またはそれ以上の生理学的パラメータを
示すデータに基づきかかる情報を導出するように同様にプログラムすることができる。
【００３０】
　ユーザーが、例えば食事または睡眠の習慣に関する情報のような別の情報をセッション
の間入力することが企図されている。この別のデータは、ユーザーのセッションの間選択
されたミドルウェアサーバーがキャッシュメモリーに蓄積するのが好ましい。ユーザーが
セッションを終了すると、キャッシュメモリーに蓄積されたこの別の新しいデータが、ネ
ットワーク記憶装置１００に蓄積するために選択されたミドルウェアサーバーによりデー
タベースサーバー１１０へ転送される。あるいは、セッションの間利用する可能性がある
ため、キャッシュメモリーに蓄積するだけでなく、入力データを当該技術分野でよく知ら
れたライトスルーキャッシュシステムの一部としてネットワーク記憶装置１００に蓄積す
るために直ちにデータベースサーバー１１０に転送してもよい。
【００３１】
　図１に示すように、センサー装置１０により収集されるデータは、中央モニターユニッ
ト３０へ定期的にアップロードされる。長距離無線通信によるかまたはパソコン３５を介
することにより、好ましくはインターネットである電子的ネットワークを通して中央モニ
ターユニット３０への接続が行われる。詳説すると、負荷バランス装置９０への接続は、
ＣＳＵ／ＤＳＵ７０、ルーター７５、ファイアーウォール８０及びスイッチ８５を介して
行われる。負荷バランス装置９０はその後、選択されたミドルウェアサーバーと呼ぶ９５
ａ乃至９５ｃのうちの１つを選択してデータのアップロードを取り扱う。選択されたミド
ルウェアサーバーは、よく知られた多くの方法のうちの１つを用いてユーザー認証を行う
。認証が成功すれば、データは上述した選択したミドルウェアサーバーへアップロードさ
れ、最終的に、データベースサーバー１１０へ転送されてネットワーク記憶装置１００に
蓄積される。
【００３２】
　図４を参照して、該図は、中央モニターユニット３０の別の実施例を示す。図４に示す
中央モニターユニット３０の実施例は、図３に関連して説明した構成要素だけでなく、ネ
ットワーク記憶装置１００の冗長性のあるバックアップであるミラーネットワーク記憶装
置１２０を有する。このミラーネットワーク記憶装置１２０にはコントローラー１２２が
結合されている。ネットワーク記憶装置１００からのデータは、データに冗長性を与える
目的でミラーネットワーク記憶装置１２０へ定期的にコピーされる。
【００３３】
　保険会社または研究所のような第三者には、おそらく料金を支払うことで、ミラーネッ
トワーク記憶装置１２０に蓄積されたある特定の情報に対するアクセス権が与えられるこ
とがある。中央モニターユニット３０にデータを供給する個人ユーザーの秘密を保持する
ために、これら第三者にはかかるユーザーの個人データベース記録に対するアクセス権は
与えられず、ミラーネットワーク記憶装置１２０に蓄積された一部のデータへのアクセス
権だけが与えられるようにするのが好ましい。かかる第三者は、従来のブラウザープログ
ラムを用いてインターネットによるミラーネットワーク記憶装置１２０に蓄積された情報
にアクセスすることができる。第三者からのリクエストは、ＣＳＵ／ＤＳＵ７０、ルータ
ー７５、ファイアーウォール８０及びスイッチ８５を介して入ってくる。図４に示す実施
例では、ミラードライブアレイ１２０からのデータのアクセス及び提示に関する仕事を同
一構成のミドルウェアサーバー１３５ａ乃至１３５ｃに振り分けるための別個の負荷バラ
ンス装置１３０が設けられている。ミドルウェアサーバー１３５ａ乃至１３５ｃはそれぞ
れ、第三者がブラウザーにより別個のデータベースサーバー１２５を介してミラーネット
ワーク記憶装置１２０から情報を得るための照会を行うのを可能にするソフトウェアを含
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む。ミドルウェアサーバー１３５ａ乃至１３５ｃはまた、ミラーネットワーク記憶装置１
２０から得られる情報をネットワークを介してウェブページの形で第三者に提示するため
のソフトウェアを含む。さらに、第三者は、種々の人口動態統計的カテゴリーのような主
題に従って集められる情報を有する一連のレポートから選択を行うことができる。
【００３４】
　当業者には明らかなように、これら第三者にミラーネットワーク記憶装置１２０に蓄積
されたバックアップデータに対するアクセス権を与える代わりに、第三者にネットワーク
記憶装置１００に蓄積されたデータに対するアクセス権を与えてもよい。また、負荷バラ
ンス装置１３０及びミドルウェアサーバー１３５ａ乃至１３５ｃを設ける代わりに、性能
は低下するが同じ機能を負荷バランス装置９０及びミドルウェアサーバー９５ａ乃至９５
ｃにより提供することが可能である。
【００３５】
　個人ユーザーが初めて登録ユーザーまたはメンバーになる時、そのユーザーは詳細な調
査に完全に回答する。この調査の目的は、中央モニターユニット３０により推奨される健
康なライフスタイルを確立し維持する可能性を最大にするために対処する必要のある各ユ
ーザーの特異な特性／環境を突き止めること；個人ユーザーの最初の目標を設定して健康
指数のようなある特定のグラフィックデータ出力の計算及び表示を容易にするために使用
するベースラインデータを収集すること；ヘルスマネジャーの日課としてユーザーに提供
されるコンテンツの種類を中央モニターユニット３０が特別に選択するのを支援する特異
なユーザー特性及び環境を明らかにすること；ヘルスマネジャーの問題解決機能により健
康なライフスタイルに対する障害としてヘルスマネジャーの支援によりユーザーが対処す
ることができる特異なユーザー特性及び環境を突き止めることである。
【００３６】
　調査すべき特定の情報としては、活動レベル、食事、睡眠及び排便習慣の規則性、状況
に対する最初の応答、適応性、持続性、応答性のしきい値、反応の強さ及び気分の性質を
含む個人の重要な性格；ユーザーの自主独立レベル、即ち、自立形成及び自己管理、社交
性、記憶力及び学問的成就能力；ユーザーの覚醒レベル、認知速度、注意力疎外要因の回
避能力、覚醒状態及び自己監督能力を含むユーザーの注意力及び注意持続能力；現在の体
重、身長及び血圧を含むユーザーの現在の健康状態、一般開業医による最も最近の診察、
婦人科の診察及び他の適用される医者／健康管理者との接触、現在服用中の薬剤及びサプ
リメント、アレルギー歴及び現在の症状及び／または健康に関連する挙動の所見；ユーザ
ーの過去の健康歴、即ち、病気／手術、家族歴及び個人による調整を必要とした、離婚ま
たは失業のような社会的事象；ユーザーの健康優先度に関する所信、価値感及び意見、振
舞いを変える能力、及び生活のストレス原因と考えられるもの及びストレス管理方法；ユ
ーザーの自己意識度、感情移入、権限委譲及び自尊心、ユーザーの食事、運動、睡眠、弛
緩及び毎日の活動の現在のルーチン；ユーザーの生活における２つの重要な人物（例えば
、配偶者、友人、同僚または上司の性格及びそれらとの関係において健康なライフスタイ
ルを阻害するまたはストレスに寄与する衝突が存在するか否かについてのユーザーの受け
止め方が含まれる。
【００３７】
　各メンバーユーザーは、中央モニターユニット３０のホームウェブページを介して、ヘ
ルスマネジャーと呼ぶそのユーザーのために特別に構成された一連のウェブページにアク
セスする。図５は、ヘルスマネジャーの起点となるウェブページ１５０を示す。ヘルスマ
ネジャーのウェブページは、そのメンバーユーザーの主要な操作エリアである。ヘルスマ
ネジャーのウェブページはユーティリティーを備えており、中央モニターユニット３０は
このユーティリティーを介して分析状態データと普通呼ぶ多種多様な種類及び形態のデー
タをユーザーへ提供する。このデータは、中央モニターユニット３０が収集するか発生さ
せるデータ、即ち、センサー装置１０が発生する種々の生理学的パラメータを示すデータ
；種々の生理学的パラメータを示すデータから導出されるデータ；センサー装置１０によ
り発生される種々のコンテキストパラメータを示すデータ及びユーザーが入力するデータ
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のうちの１つまたはそれ以上である。分析状態データは、センサー装置１０が発生する種
々の生理学的パラメータを示すデータ、種々の生理学的パラメータから導出されるデータ
、センサー装置１０が発生する種々のコンテキストパラメータを示すデータ及びユーザー
が入力するデータのうちの１つまたはそれ以上を、計算により求める健康度、壮健度及び
ライフスタイル指数に変換するために、ある特定のユーティリティーまたはアルゴリズム
を利用する点に特徴がある。例えば、摂取した食料に関連してユーザーが入力するデータ
に基づきカロリー、たんぱく質、脂肪、炭水化物及びある特定のビタミンの量のようなも
のを計算することができる。別の例として、皮膚温度、心拍数、呼吸数、熱流及び／また
はＧＳＲを用いることにより、所望の時間にわたるストレスレベルの指数をユーザーに提
供することができる。さらに別の例として、皮膚温度、熱流、拍動間変異、心拍数、脈搏
、呼吸数、中心部体温、電気皮膚反応、ＥＭＧ、ＥＥＧ、ＥＯＧ、血圧、酸素消費量、周
囲の音及び加速度計のような装置で検知される体の動きを用いることにより、所望の時間
にわたる睡眠パターンの指数をユーザーに提供することができる。
【００３８】
　ヘルスマネジャーの起点となるウェブページ１５０には、健康指標１５５がある。この
健康指標１５５は、ユーザーの成績及び中央モニターユニット３０により推奨される健康
な日課を達成した度合いを測定し、それらをメンバーユーザーにフィードバックするため
のグラフィックなユーティリティーである。このように、健康指標１５５は、メンバーユ
ーザーに対して彼らの進捗状況を示す。健康指標１５５はユーザーの健康及びライフスタ
イルに関する６つのカテゴリー、即ち、栄養、活動レベル、精神集中、睡眠、毎日の活動
及び感想を含む。栄養カテゴリーは、その人が何を、いつ、そしてどのくらい食べて飲む
かに関わる。活動レベルのカテゴリーは、その人がどのくらい動き回るかに関する。精神
集中のカテゴリーは、精神が高度に集中した状態で体の深い弛緩状態を可能にするある種
の活動の品質及び人間がその活動に集中する時間に関する。睡眠のカテゴリーは、人間の
睡眠の質及び量に関する。毎日の活動のカテゴリーは、毎日行わなければならないこと及
び人間が遭遇する健康リスクに関する。最後に感想のカテゴリーは、ある特定の日につい
て気分がよいか否かの一般的な受け止め方に関する。各カテゴリーには、好ましくは、「
悪い」から「よい」の間で変化するスケールで、ユーザーがそのカテゴリーに関してどの
ような実績をあげたかを示す関連のレベルまたは棒グラフがある。
【００３９】
　各メンバーユーザーが上述した最初の調査を終了すると、ユーザーに対して彼または彼
女の特性及び生活環境の要約を提供するプロフィールが作成される。推奨の健康的な日課
より成る計画及び／または目標が提示される。推奨の健康的な日課には、適当な栄養、運
動、精神集中及びユーザーの生活の毎日の所定の活動に関する特定のアドバイスの任意の
組み合わせが含まれる。これら推奨される活動をユーザーの生活に如何に取り込むかのガ
イドとして、典型的なスケジュールを提示してもよい。ユーザーはその調査を定期的に受
け、その結果に基づき、上述したような項目をそれに応じて調整する。
【００４０】
　栄養のカテゴリーは、ユーザーが入力するデータと、センサー装置１０が感知するデー
タとの両方から計算される。ユーザーが入力するデータには、朝食、昼食、夕食及び任意
のおやつの時間及び長さ、食料、ビタミンのようなサプリメント及び関連の予め選択した
時間の間に飲む水及び他の液体が含まれる。このデータ及び種々の食料の公知の特性に関
する蓄積されたデータに基づき、中央モニターユニット３０は、消費カロリー、たんぱく
質、脂肪、炭水化物、ビタミンなどの量のようなよく知られた栄養学的食物値を計算する
。
【００４１】
　健康指標の栄養を示す棒グラフは、推奨される以下の健康的な日課、即ち、少なくとも
３回の食事を摂る；パン、パスタ、シリアル、米が６－１１部、フルーツが２－４部、野
菜が３－５部、魚、肉、鶏肉、乾燥豆、卵及びナッツが２－３部、ミルク、ヨーグルト、
チーズが２－３部より成る多様な食事を摂り、８オンスまたはそれ以上の水を飲む日課に
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ついて決定するのが好ましい。この日課は、性別、年齢、身長／体重のようなユーザーに
関する情報に基づき調整することができる。毎日摂取するカロリー、たんぱく質、繊維、
脂肪、炭水化物または水及び全体の摂取量に対する割合に関するある特定の栄養の目標を
ユーザーがまたはユーザーに代わって設定してもよい。棒グラフの計算に用いるパラメー
タには、１日の食事回数、水の消費量、毎日食べる食物の種類及び量をユーザーが入力し
たものが含まれる。
【００４２】
　栄養学的情報は、図６に示すような栄養ウェブページ１６０によりユーザーに提示され
る。好ましい栄養ウェブページ１６０は、栄養の実際及び目標となる数値をそれぞれ円グ
ラフで示す栄養数値チャート１６５、１７０と、実際の栄養摂取総量及び目標となる栄養
摂取総量をそれぞれ円形グラフで示す栄養摂取チャート１７５、１８０を含む。栄養数値
チャート１６５、１７０は炭水化物、たんぱく質及び脂肪のような項目を百分比で示すの
が好ましく、栄養摂取チャート１７５、１８０はカロリーの合計値及び目標値を、脂肪、
炭水化物、たんぱく質及びビタミンのような成分で分けて示すのが好ましい。ウェブペー
ジ１６０は、食物及び水の消費を時間で示す履歴１８５、ユーザーが栄養に関連するニュ
ース記事、栄養に関する日課を改善するためのアドバイス及びネットワーク上のどこかの
関連の広告を直接チェックできるようにするハイパーリンク１９０、及び可変期間を示す
図と選択可能期間を示す図との間で選択可能なカレンダー１９５も含む。１９０で示す項
目は、調査により個人について知り得た情報及び健康指標により測定された個人の成績に
基づいて特別に選択することができる。
【００４３】
　健康指標１５５の活動レベルのカテゴリーは、その日にユーザーがどのように、またい
つ動き回るかについてユーザーがチェックするのを支援するように設計されており、ユー
ザーが入力するデータとセンサー装置１０が感知するデータとの両方を利用する。ユーザ
ーが入力するデータには、例えば、ユーザーが午前８時から午後５時まで机に向かって仕
事をした後、午後６時から午後７時までエアロビクスのクラスをとるという事実のような
ユーザーの毎日の活動に関する詳細事項が含まれる。センサー装置１０により感知される
関連のデータには、心拍数、加速度計のような装置により感知される運動、熱流、呼吸数
、消費カロリー量、ＧＳＲ及び水分補給レベルが含まれ、これらはセンサー装置６０また
は中央モニターユニット３０により取り出すことができる。消費カロリー量は、ユーザー
が入力する運動の種類とユーザーが入力する運動の持続時間との掛け算、感知する運動と
運動の時間及びフィルター定数の掛け算または感知される熱流と時間とフィルター定数と
の掛け算のような種々の方法で計算することができる。
【００４４】
　健康指標の活動レベルの棒グラフは、好ましくは２０分である所定の期間のエアロビク
ス運動、または好ましくは１時間である所定の期間の精力的なライフスタイル活動及びエ
アロビクス及び／または精力的なライフスタイル活動による好ましくは少なくとも最小目
標カロリー（２０５カロリー）の燃焼を含む推奨される健康な日課に関して決定するのが
好ましい。最小目標カロリーは、ユーザーの性別、年齢、身長及び／または体重のような
情報に基づき設定可能である。関連の棒グラフの計算に用いるパラメータには、エアロビ
クス運動または精力的なライフスタイル活動に費やす時間であって、ユーザーが入力した
ものそして／またはセンサー装置１０が感知したもの、及び予め計算したエネルギー消費
パラメータ以上に燃焼したカロリー数が含まれる。
【００４５】
　個人ユーザーの動きに関する情報は、図７に示す活動レベルウェブページ２００により
ユーザーに提示されるが、このウェブページは、ユーザーの活動を３つのカテゴリー、即
ち、所定の単位時間に関して「高」、「中」、「低」でモニターする棒グラフの形をした
活動度グラフ２０５を含む。円グラフの形の活動百分比チャートも、ユーザーが各カテゴ
リーで費やした１日のような所定の期間の百分比を示すために提示することができる。活
動レベルウェブページ２００はまた、燃焼カロリー総量、毎日の燃焼カロリー目標値、カ
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ロリー摂取合計値及びエアロビクス運動時間のような項目を表示するためのカロリー部分
２１５を含む。最後に、活動レベルウェブ２００は、ユーザーが、関連のニュース記事、
活動レベルに関する日課を改善するためのアドバイス及びネットワーク上の関連広告を直
接チェックできるようにする少なくとも１つのハイパーリンク２２０を含む。活動レベル
のウェブページ２００は種々のフォーマットで見ることができるが、棒グラフ、円グラフ
及びその両方のようなユーザーが選択可能なグラフまたはチャートは、活動レベルチェッ
クボックス２２５により選択可能である。活動レベルカレンダー２３０は、可変期間の図
と選択可能期間の図との間で選択できるようにするために提供される。２２０に示す項目
は、調査によりその個人から抽出した情報及び健康指標により測定される彼らの成績に基
づき特別の選択することができる。
【００４６】
　健康指標１５５の精神集中カテゴリーは、ユーザーが、精神を集中しながら深い弛緩状
態に体が到達できるようにする、ある特定の活動を行う時間に関するパラメータをモニタ
ーするのを支援するように設計されており、ユーザーが入力するデータとセンサー装置１
０が感知するデータとの両方に基づくものである。詳説すると、ユーザーはヨガまたは瞑
想のような弛緩活動の開始時間及び終了時間を入力することができる。精神集中の深さに
より決まるこれらの活動の品質は、センサー装置１０により感知される皮膚温度、心拍数
、呼吸数及び熱流を含むパラメータをモニターすることにより測定可能である。センサー
装置１０または中央モニターユニット３０の何れかにより得られるＧＳＲの百分比変化を
利用することもできる。
【００４７】
　健康指標の精神集中の棒グラフは、少なくとも１５分の間、精神を高度に集中した状態
にしながら体を深く弛緩させる活動への毎日の参加を含む推奨の健康な日課に関連して計
算するのが好ましい。関連の棒グラフの計算に使用するパラメータには、精神集中活動に
費やす時間の長さ及び精神集中活動の深さまたは品質を示すベースラインからの、センサ
ー装置１０により感知される皮膚温度、心拍数、呼吸数、熱流またはＧＳＲの百分比変化
が含まれる。
【００４８】
　内省及び弛緩に費やす時間に関する情報は、図８に示す精神集中ウェブページ２５０に
よりユーザーに提示される。セッションと呼ぶ精神集中活動について、好ましい精神集中
ウェブページ２５０は、２５５で示すセッションに費やした時間、２６０で示す目標時間
、精神集中の深さの目標値及び実際の値を示す比較部分２６５、及び皮膚温度、心拍数、
呼吸数、熱流及び／またはＧＳＲのようなものから導出される全体的なストレスレベルを
示すヒストグラム２７０を含む。比較部分２６５では、目標となる精神集中状態を示す人
間の輪郭は実線であり、実際の精神集中状態を示す人間の輪郭は、精神集中のレベルに応
じてぼやけた状態と実線の間で変化する。好ましい精神集中ウェブページはまた、２７５
で示す精神集中活動に費やした時間の合計、ユーザーが関連のニュース記事を直接チェッ
クできるようにするハイパーリンク２８０、精神集中に関する日課の改善に関するアドバ
イス及び関連の広告と、可変期間と選択可能期間との間での選択を可能にするカレンダー
２８５とを含む。２８０で示す項目は、調査により個人から知り得た情報及び健康指標に
より測定される彼らの成績に基づき特別に選択することができる。
【００４９】
　健康指標１５５の睡眠カテゴリーは、ユーザーが睡眠パターン及び睡眠の質をモニター
するのを支援するように設計されている。このカテゴリーは、ユーザーが健康なライフス
タイルにおける睡眠の重要性と、体の機能の毎日の通常の変化である日周期に対する睡眠
の関係とについて学習するのを助けるように意図されている。睡眠のカテゴリーは、ユー
ザーが入力するデータとセンサー装置１０が感知するデータとの両方に基づくものである
。関連の各時間インターバルの間にユーザーが入力するデータには、ユーザーの入眠時間
と起床時間及び睡眠の質のランクが含まれる。表２に示すように、センサー装置１０から
得られる関連性のあるデータには、皮膚温度、熱流、拍動間変異、心拍数、脈搏数、呼吸
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数、中心部体温、電気皮膚反応、ＥＭＧ、ＥＥＧ、ＥＯＧ、血圧及び酸素消費量が含まれ
る。また、周囲の音及び加速度計のような装置により検知される体の動きも関連性を有す
る。その後、このデータを用いて、入眠時間及び起床時間、睡眠中断及び睡眠の質及び深
さを計算するか導出できる。
【００５０】
　健康指標の棒グラフは、毎晩好ましくは８時間の最小睡眠時間の確保及び予測可能な就
寝及び起床時間を含む健康な日課について決定される。この棒グラフの計算を可能にする
特定のパラメータには、センサー装置１０により感知されるかユーザーが入力する毎日の
睡眠時間及び起床時間と、ユーザーが等級をつけるかまたは他のデータから導出される睡
眠の質が含まれる。
【００５１】
　睡眠に関する情報は、図９に示す睡眠ウェブページ２９０によりユーザーに提示される
。睡眠ウェブページ２９０は、センサー装置１０からのデータまたはユーザーが入力する
データの何れかに基づく睡眠時間表示２９５と、ユーザーの就寝時間３００及び起床時間
表示３０５を含む。ユーザーにより入力される睡眠の質のランク３１０を利用し、これを
表示することも可能である。１日の時間インターバルを超える表示を睡眠ウェブページ２
９０において行う場合、睡眠時間表示２９５は累計値として表示し、就寝時間表示３００
、起床時間表示３０５及び睡眠の質ランク３１０は平均値として計算し、表示する。睡眠
ウェブページ２９０はまた、所定の時間インターバルにわたって１つの睡眠関連パラメー
タを計算し表示するユーザーにより選択可能な睡眠グラフ３１５も含む。図９は１日の期
間にわたる熱流を示すが、この熱流は睡眠中は低く、起きている時は高くなる傾向がある
。この情報から、その人のバイオリズムを得ることが可能である。睡眠グラフ３１５はま
た、体の動きをモニターするセンサー装置１０に組み込んだ加速度計からのデータをグラ
フ表示する。睡眠ウェブページ２９０はまた、ユーザーが睡眠に関連するニュース記事、
睡眠に関する日課を改善するためのアドバイス及びネットワーク上にある関連の広告を直
接チェックできるようにするハイパーリンク３２０と、関連の時間インターバルを選択す
るための睡眠カレンダー３２５とを含むことができる。３２０で示す項目は、調査におい
て個人から知り得た情報及び健康指標により測定される成績に基づき特別に選択すること
ができる。
【００５２】
　健康指標１５５の毎日の生活の活動カテゴリーは、健康及び安全に関連するある特定の
活動及びリスクをユーザーがモニターするのを支援するように設計されており、すべてユ
ーザーにより入力されるデータに基づくものである。毎日の生活の活動に関するカテゴリ
ーは、下位概念の４つのカテゴリー、即ち、歯ブラシまたはフロスを用いる歯の手入れ及
びシャワーを浴びるような活動をユーザーがモニターするのを可能にする個人的衛生；ユ
ーザーが処方箋通りの薬またはサプリメントを飲んでいるか否かを追跡し、煙草またはア
ルコールの消費量並びにシートベルトの使用のような自動車の安全性をユーザーがモニタ
ーするのを可能にする健康維持；家族または友人と共に過ごす時間、レジャー及び精神集
中活動をユーザーがモニターするのを可能にする個人的時間；及び請求書の支払い及び家
庭の雑用のようなある特定の仕事及び家計活動をユーザーがモニターするのを可能にする
責任に分けられる。
【００５３】
　健康指標の中の毎日の生活の活動に関する棒グラフは、以下に述べる健康的な日課につ
いて決定するのが好ましい。個人の衛生に関する日課は、ユーザーが毎日シャワーを浴び
るか入浴し、毎日ブラシとフロスを用いて歯を清潔に保ち、規則的な便通を維持するのを
必要とする。健康維持に関する日課は、ユーザーが薬、ビタミン及び／またはサプリメン
トを飲み、シートベルトを使用し、禁煙し、節酒し、健康マネジャーにより毎日、健康を
モニターするのを必要とする。個人的時間に関する日課は、ユーザーが毎日少なくとも１
時間家族及び／または友人と良質な時間を過ごし、仕事時間を最大９時間に制限し、毎日
レジャーまたは遊びに一部の時間を費やし、頭を使う活動を行うのを必要とする。責任に
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関する日課は、ユーザーが家の雑事を行い、請求書の支払いをし、仕事に遅れず、約束を
守るのを必要とする。棒グラフは、ユーザーが入力する情報により決定される、ユーザー
が毎日リストされた活動を完了する度合いに基づき計算される。
【００５４】
　これらの活動に関する情報は、図１０に示す毎日の活動ウェブページ３３０によりユー
ザーに提示される。好ましい毎日の活動ウェブページ３３０において、下位概念のうちの
１つまたはそれ以上につき選択可能な活動チャート３３５は、ユーザーがその日課により
必要とされることを実行したか否かを示す。色または影がついたボックスはユーザーが必
要とされる活動を実行したことを示し、また、色または影のないボックスはユーザーがそ
の活動を実行していないことを示す。活動チャート３３５は、選択可能な時間インターバ
ルにおいて作成し、見ることが可能である。説明の目的で、図１０は、特定の週における
個人的衛生及び個人的時間のカテゴリーを示す。さらに、毎日の活動ウェブページ３３０
は、ユーザーが関連のあるニュース記事、毎日の生活の活動に関する日課を改善するため
のアドバイス及び関連の広告を直接チェックするのを可能にする毎日の活動ハイパーリン
ク３４０と、関連の時間インターバルを選択するための毎日の活動のカレンダー３４５と
を含むことができる。３４０に示す項目は、調査において個人から知り得た情報及び健康
指標により決定される彼らの成績に基づき特別に選択することができる。
【００５５】
　健康指標１５５の元気度カテゴリーは、特定の日に元気であったか否かの認識をユーザ
ーがモニターするのを可能にするように設計され、ユーザーが直接入力する本質的に主観
的な等級である情報に基づくものである。ユーザーは、以下の９つの領域、即ち、精神的
鋭敏さ、精神的及び心理的幸福度、エネルギーレベル、人生のストレスへの対処能力、対
面を重んじる度合い、物理的幸福度、自己抑制、動機及び他人との関係による慰め、に関
して、好ましくは１から５までのスケールを用いてランク付けを行う。これらの度合いを
平均して、関連の棒グラフの計算に使用する。
【００５６】
　図１１は、健康度のウェブページ３５０を示す。健康度のウェブページ３５０は、連続
または不連続の任意の日にちを含むユーザーが選択可能な時間インターバルにわたる健康
度をユーザーがチェックするのを可能にする。健康度のセレクタボタン３６０を用いるこ
とにより、ユーザーは、１つのカテゴリーについて健康度の棒グラフをチェックする選択
を行うか、または２またはそれ以上のカテゴリーについて健康度の棒グラフを並べて比較
することができる。例えば、ユーザーは、彼らが好む株の成績を見るのと丁度同じように
、前月に総合的な睡眠の等級が改善されたか否かをチェックするために、睡眠の棒グラフ
だけを作動状態にしたい場合がある。あるいは、睡眠と活動レベルとを同時に表示するこ
とにより、睡眠の等級とそれに対応する活動レベルの等級とを比較評価して、それぞれの
日にちの間に何らかの相関関係が存在するか否かをチェックする場合がある。所定の時間
インターバルについて栄養の等級と健康度の等級とを表示して、毎日の食事習慣とそのイ
ンターバルの間の食事習慣と健康度との間に何らかの相関関係が存在するか否かをチェッ
クする場合がある。説明の目的で、図１１は、６月１０日から６月１６日の週の睡眠と活
動レベルの棒グラフによる比較を示す。健康度ウェブページ３５０はまた、ユーザーがロ
グインしてヘルスマネジャーを利用した日数の合計、ユーザーが入会以来ヘルスマネジャ
ーを利用した日にちの割合及びユーザーがデータを収集するためにセンサー装置１０を利
用した時間の割合のようなアクセス情報及び統計を表示する追跡計算器３６５も含む。
【００５７】
　図５を参照して、ヘルスマネジャーの起点となるウェブページ１５０は、それぞれが健
康度１５５のカテゴリーに対応するユーザーにより選択可能な複数のカテゴリーの要約１
５６ａ乃至１５６ｆを含む。各カテゴリーの要約１５６ａ乃至１５６ｆは、対応するカテ
ゴリーに関して予め選択しフィルターをかけたデータの副集合を提示する。栄養カテゴリ
ーの要約１５６ａは、カロリー摂取量の毎日の目標値と実際値とを示す。活動レベルカテ
ゴリーの要約１５６ｂは、燃焼カロリー量の毎日の目標値と実際値とを示す。精神集中の
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要約１５６ｃは、精神集中の深さの目標値及び実際値を示す。睡眠カテゴリーの要約１５
６ｂは、目標の睡眠時間、実際の睡眠時間及び睡眠の質の等級を示す。毎日の活動カテゴ
リーの１５６ｂは、推奨される毎日の活動に対する完了した活動の割合に基づく目標点数
及び実際点数を表示する。元気度のカテゴリーの要約１５６ｆは、その日の健康度の目標
及び実際の等級を示す。
【００５８】
　ヘルスマネジャーの起点となるウェブページ１５０はまた、ニュース記事へのハイパー
リンク、最初の調査によりチェックされる栄養不良のような傾向に基づくユーザーへのコ
メント及び合図を含む（それらに限定されない）情報を毎日ユーザーに提供する毎日の日
課部分１５７を含むことがある。毎日の日課部分１５７のコメントとしては、例えば、毎
日水をコップ８杯飲むとすい臓ガンの危険性を３２％も減らすことができるという記述に
付随した、仕事中はあなたのコンピューターのそばまたは机の上に水の入ったコップを置
いておいて随時水分を補給しなさいというアドバイスがある。ヘルスマネジャーの起点と
なるウェブページ１５０はまた、健康度１５５の各カテゴリーにおけるユーザーの成績を
積極的に評価して改善のためのアドバイスを提示する問題解決セクション１５８を含む。
例えば、システムによりユーザーの睡眠レベルが「低」で、ユーザーが不眠症であること
を示唆する場合、問題解決セクション１５８は睡眠を改善するための方法をアドバイスす
ることができる。問題解決セクション１５８はまた、成績の改善に関するユーザーの質問
を含むことができる。ヘルスマネジャーの起点となるウェブページ１５０はまた、入力ダ
イアログボックスを立ち上げる毎日のデータセクション１５９を含む。入力ダイアログボ
ックスにより、ユーザーはヘルスマネジャーにより必要とされる種々のデータの入力を容
易に行うことができる。当該技術分野において知られているように、データの入力は予め
提示されたリストまたは普通の自由テキスト形式の入力かの選択が可能である。最後にヘ
ルスマネジャーの起点となるウェブページ１５０は、ユーザーの身長、体重、体の測定値
、ＢＭＩ及び心拍数、血圧または任意の生理学的パラメータのような生命兆候に関する情
報を与える体の状態セクション１６１を含むことができる。
【００５９】
　図１２－１７を参照して、該図は、肩と肘の間の上腕に着用するアームバンドの形をし
たセンサー装置１０の特定実施例を示す。図１２－１７に示すセンサー装置１０の特定実
施例を、便宜的に、アームバンドセンサー装置４００と呼ぶ。アームバンドセンサー装置
４００は、コンピューターハウジング４０５、可撓性ウィング本体４１０と、図１７に示
すような弾性ストラップ４１５より成る。コンピューターハウジング４０５及び可撓性ウ
ィング本体４１０は、柔軟なウレタン材またはゴム若しくは成型プロセスにより混合され
たゴム－シリコンのようなエラストマー材で作るのが好ましい。可撓性ウィング本体４１
０は第１及び第２のウィング４１８より成り、ウィングはそれぞれ端部４２５の近くに貫
通孔４２０を有する。第１及び第２のウィング４１８は、着用者の上腕の一部を包むよう
になっている。
【００６０】
　弾性ストラップ４１５は、アームバンドセンサー装置４００を個人の上腕に着脱自在に
固定するために使用する。図１７からわかるように、弾性ストラップ４１５の底面４２６
の一部に沿ってベルクロループ４１６が設けられている。弾性ストラップ４１５の各端部
４２７の底面４２６上にはベルクロ係止パッチ４２８が、また上面４３０上にはプルタブ
４２９が設けられている。各プルタブ４２９の一部は、各端部４２７の端縁部を超えて延
びる。
【００６１】
　アームバンドセンサー装置４００を着用するには、ユーザーは、弾性ストラップ４１５
の各端部４２７を可撓性ウィング本体４１０の貫通孔４２０にそれぞれ挿入した後、弾性
ストラップ４１５、可撓性ウィング本体４１０及びコンピューターハウジング４０５によ
り形成されるループに腕を通す。各プルタブ４２９を引き出して、ベルクロ係止パッチ４
２８を弾性ストラップ４１５の底面４２６に沿う所望の位置でベルクロループ４１６に係
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合することにより、ユーザーは弾性ストラップ４１５をぴったり合うように調整すること
ができる。ベルクロ係止パッチ４２８は、底面４２６のほとんど任意の位置でベルクロル
ープ４１６に係合できるため、アームバンドセンサー装置４００は種々の太さの腕にフィ
ットするように調整できる。また、弾性ストラップ４１５は広い範囲の腕の太さに適用す
るように種々の長さにすることができる。当業者には明らかなように、スナップ、ボタン
またはバックルを含む（これらに限定されない）、弾性ストラップを固着しそのサイズを
調整する他の手段を用いることができる。また、ベルクロ、スナップ、ボタン、バックル
などを含む幾つかの従来型手段のうちの１つにより締着される２つの弾性ストラップ、ま
たはウィング４１８に固着された単一の弾性ストラップを用いることも可能である。
【００６２】
　また、ウィング４１８に貫通孔４２０を設ける代わりに、Ｄ字形ループ（図示せず）を
幾つかの従来型手段の１つによりウィング４１８の端部４２５に固着してもよい。例えば
、ピン（図示せず）を端部４２５に挿入し、ピンがループの各端部と係合するようにして
もよい。この構成によると、Ｄ字形ループは、弾性ストラップ４１５の接続ポイントとし
て働き、各ウィング４１８の各端部４２５と各ループとの間に事実上貫通孔を形成する。
【００６３】
　アームバンドセンサー装置４００の展開図である図１８に示すように、コンピューター
ハウジング４０５は、上部４３５と下部４４０とを有する。コンピューターハウジング４
０５内には、プリント回路板またはＰＣＢ４４５、好ましくはリチウムイオン電池である
再充電可能電池４５０、及びペイジャに用いるような着用者に触覚フィードバックを与え
る振動モーター４５５が内臓されている。振動モーター４５５の適当な例は、英国のMG
Motors, Ltd.のモデル１２３４２及び１２３４３である。
【００６４】
　コンピューターハウジング４０５の上部４３５及び底部４４０はＯリング４３７が装着
される溝４３６に沿って密封嵌合し、底部４４０のねじ山４３８ａ及び補剛材４３８ｂと
、ＰＣＢ４４５の孔４３９を貫通して上部４３５のねじを受ける補剛材４５１内へ延びる
ねじ（図示せず）により互いに固着可能である。あるいは、上部４３５及び底部４４０を
スナップ式に結合するか接着剤により互いに固着してもよい。コンピューターハウジング
４０５は、組み立てを完了後では、アームバンドセンサー装置４００を着用して水泳を行
ってもその性能に悪影響を与えることのないほど十分な液密性を有する。
【００６５】
　図１３からわかるように、底部４４０の裏側には隆起したプラットフォーム４３０があ
る。隆起したプラットフォーム４３０には熱流または熱束センサー４６０が固着されるが
、そのセンサーの適当な例として、ニューハムプシャー州ハドソンのRdF Corporationに
より販売されるマイクロフォイル熱束センサーがある。熱束センサー４６０は自生式サー
モパイル変換器として働き、ポリアミドフィルムより成るキャリアを備えるのが好ましい
。下部４４０はその上面、即ち、熱束センサー４６０が固着された側とは反対側に、アル
ミニウムのような適当な金属で形成された熱シンクを有する。隆起したプラットフォーム
４３０には、好ましくは、導電性炭化ゴム、金またはステンレス鋼のような材料で形成し
た電極を有するＧＳＲセンサー４６５が固着されている。図１３は２つのＧＳＲセンサー
４６５を示すが、当業者は、個々のＧＳＲセンサー４６５、即ち電極が互いに電気的に隔
離されておれば、隆起したプラットフォーム４３０上の可変位置に可変数のＧＳＲセンサ
ー４６５を設けてもよいことがわかるであろう。熱束センサー４６０及びＧＳＲセンサー
４６５は、隆起したプラットフォーム４３０に固着されるため、アームバンドセンサー装
置４００を着用すると、着用者の皮膚と接触することになる。コンピューターハウジング
４０５の底部４４０の、隆起したプラットフォーム４３０及びねじ山４３８ａを含まない
表面の一部の上には、着脱自在で交換可能な柔らかいフォーム布製パッド（図示せず）を
設けてもよい。柔らかいフォーム布は、着用者の皮膚と接触して、アームバンドセンサー
装置４００の付け心地を良くするために使用するものである。
【００６６】
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　熱束センサー４６０、ＧＳＲセンサー４６５及びＰＣＢ４４５間の電気的結合は、種々
の公知の方法の１つで行うことができる。例えば、適当な配線（図示せず）をコンピュー
ターハウジング４０５の底部４４０内に植え込んだ後、ＰＣＢ４４５上の適当な入力場所
、熱束センサー４６０及びＧＳＲセンサー４６５へ半田のような方法で電気的に接続する
ことができる。あるいは、配線を底部４４０に植え込む代わりに、底部４４０に貫通孔を
設けて適当な配線を通すようにしてもよい。貫通孔は、コンピューターハウジング４０５
の健全性を維持するために液密性密封材を設けるのが好ましい。
【００６７】
　図１３に示すように隆起したプラットフォーム４３０に固着する代わりに、熱束センサ
ー４６０及びＧＳＲセンサー４６５の一方または両方を、アームバンドセンサー装置４０
０を着用すると着用者の皮膚と接触するように、可撓性ウィング本体４１０の内部４６６
の一方または両方のウィング４１８に固着してもよい。かかる構成によると、熱束センサ
ー４６０及びＧＳＲセンサー４６５の何れかとＰＣＢ４４５との電気的結合を、コンピュ
ーターハウジング４０５の１またはそれ以上の貫通孔を通過し半田付けのような方法によ
りＰＣＢ４４５上の適当な入力場所に電気的に接続される、可撓性ウィング本体４１５に
植え込まれた適当な配線（図示せず）により行うことができる。再び、貫通孔にはコンピ
ューターハウジング４０５の健全性を維持するために液密性密封材を設けるのが好ましい
。あるいは、配線を通すコンピューターハウジング４０５に配線を通す貫通孔を設ける代
わりに、後述するように、配線がオーバーモーディングプロセスの間コンピューターハウ
ジング４０５に捕捉されるようにして、最後にＰＣＢ４４５上の適当な入力場所に適当に
半田付けしてもよい。
【００６８】
　図１２、１６、１７、１８に示すように、コンピューターハウジング４０５は、ＰＣＢ
４４５上のノンラッチスイッチ５８５に結合され、該スイッチを作動するボタン４７０を
有する。ボタン４７０は、アームバンドセンサー装置４００を作動させ、ある事象が発生
する時間を記録するかまたは電池レベル及びメモリー容量のようなシステム状態情報をリ
クエストするために使用する。ボタン４７０を押すと、ノンラッチスイッチ５８５が回路
を閉じるため、信号がＰＣＢ４４５上の処理ユニット４９０へ送られる。ボタン４７０を
押す時間インターバルに応じて、発生する信号が上述した事象のうちの１つを始動させる
。コンピューターハウジング４０５はまた、電池レベルまたはメモリー容量を指示するか
もしくは着用者へ可視フィードバックを与えるためのＬＥＤ４７５を有する。ＬＥＤ４７
５の代わりに、コンピューターハウジング４０５は、液晶ディスプレイまたはＬＣＤを用
いて、電池レベル、メモリー容量を指示しまたは着用者に可視フィードバック情報を与え
ることができる。電池レベル、メモリー容量またはフィードバック情報は、触覚により、
または音響的方法により着用者に与えることも可能である。
【００６９】
　アームバンドセンサー装置４００は、ＧＳＲセンサー４６５または熱束センサー４６０
の何れかがアームバンドセンサー装置４００がユーザーの皮膚との接触状態におかれたこ
とを示す特定状態を感知すると、作動、即ち、データを収集するように構成されている。
また、アームバンドセンサー装置４００は、熱束センサー４６０、ＧＳＲセンサー４６５
、加速度計４９５または５５０、もしくはアームバンドセンサー装置４００と通信関係に
ある他の任意の装置のうちの１つまたはそれ以上が、単独でまたは一緒に、アームバンド
センサー装置が着用者の皮膚と接触する状態に置かれたことを示す特定の状態を感知する
と、使用状態に作動されるように構成されている。それ以外の時は、アームバンドセンサ
ー装置４００は非作動状態にされるため、電池のパワーが節約される。
【００７０】
　コンピューターハウジング４０５は、再充電可能電池４５０を充電するために、図１９
に示す電池充電ユニット４８０に結合するように構成されている。コンピューターハウジ
ング４０５は、再充電可能電池４５０に結合された図１２、１５、１６、１７に示す充電
用接点４８５を有する。充電用接点４８５は、真鍮、金またはステンレス鋼のような材料
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で作られており、アームバンドセンサー装置４００を電池充電ユニット４８０内に配置す
ると、そのユニットに設けた電気接点（図示せず）と電気的に結合されるように構成され
ている。電池充電ユニット４８０に設けられた電気接点は、電池充電ユニット４８０内の
充電回路４８１ａに結合されている。この構成では、充電回路４８１ａは、電池充電ユニ
ット４８０に接続されているか接続可能な適当なプラグを含む配線手段によるなどして壁
の差込口に結合される。あるいは、電気接点４８０は、電池充電ユニット４８０に接続さ
れているか接続可能な、電池充電ユニット４８０の外側の充電回路４８１ｂに結合される
配線に結合可能である。この構成における配線は、従来の壁の差込口に差し込むことので
きるプラグ（図示せず）を含む。
【００７１】
　電池充電ユニット４８０の内部には、図２０に示すように、コンピューターハウジング
４０５に設けたＲＦトランシーバー５６５から信号を受け、またそのトランシーバーへ信
号を送るＲＦトランシーバー４８３が設けられている。ＲＦトランシーバー４８３は、例
えば、適当なケーブルにより、図１に示すパソコン３５のような装置のＲＦ２３２ポート
またはＵＳＢポートのようなシリアルポートに結合するように構成されている。従って、
ＲＦトランシーバー４８３及びＲＦトランシーバー５６５により、アームバンドセンサー
装置４００からデータをアップロードするか、またはセンサー装置へデータをダウンロー
ドすることができる。図１９及び２０にはＲＦトランシーバー４８３と５６５とを示すが
、赤外線トランシーバーのような他の形式の無線トランシーバーを用いることが可能であ
る。あるいは、コンピューターハウジング４０５に、アームバンドセンサー装置４００を
電池充電ユニット４８０内に配置すると、そのユニット内の別の電気接点（図示せず）と
係合して電気的に結合される別の電気接点（図示せず）を設けてもよい。コンピューター
ハウジング４０５のこれら別の電気接点は処理ユニット４９０に結合され、電池充電ユニ
ット４８０内の別の電気接点は適当なケーブルに結合され、この適当なケーブルはパソコ
ン３５のような装置のＲＦ２３２ポートまたはＵＳＢポートのようなシリアルポートに結
合される。この構成は、物理的接続方式によりアームバンドセンサー装置４００からデー
タをアップロードし、またその装置へデータをダウンロードする別の方法を提供する。
【００７２】
　図２０は、アームバンドセンサー装置４００のシステムアーキテクチャー、特に、ＰＣ
Ｂ４４５上かあるいはそれに結合された各コンポーネントを示す概略図である。
【００７３】
　図１７に示すように、ＰＣＢ４４５は、マイクロプロセッサー、マイクロコントローラ
ーまたは上述した機能を有する他の任意の処理装置でよい処理ユニット４９０を有する。
処理ユニット４９０は、図２に示すマイクロプロセッサー２０に関連して述べた機能の全
てを提供する。処理ユニット４９０の適当な例として、イリノイ州シャウンバーグのモト
ローラ社により販売されるDragonball EZがある。ＰＣＢ４４５はまた、二軸加速度計４
９５を有し、その適当な例として、マサチュセッツ州ノーウッドのアナログデバイシズイ
ンコーポレイテッドにより販売される加速度計モデルADZL210がある。二軸加速度計４９
５は、アームバンドセンサー装置４００を着用するとその感知軸がＰＣＢ４４５の縦軸、
従って、着用者の腕の縦軸から実質的に４５度に等しい角度だけずれるような角度に装着
するのが好ましい。着用者の腕の縦軸は、着用者の肩から肘への直線により画定される軸
のことである。二軸加速度計４９５の出力信号は、バッファ５００を通過してアナログ－
デジタルコンバーター５０５へ入力された後、処理ユニット４９０へ結合される。ＧＳＲ
センサー４６５は、ＰＣＢ４４５上の増幅器５１０に結合されている。増幅器５１０は増
幅及びローパスフィルター機能を有するが、その適当な例として、マサチュセッツ州ノー
ウッドのアナログデバイシズインコーポレイテッドにより販売される増幅器モデルAD8544
がある。増幅器５１０により増幅されフィルタリングを施された信号出力は、さらに増幅
されてバイアス電圧を取り除くために増幅／オフセット回路５１５へ入力され、またフィ
ルター／コンディショニング回路５２０へ入力される。これらの回路５１５及び５２０は
それぞれ、アナログ－デジタルコンバーター５０５に結合されている。熱束センサー４６
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０は、アリゾナ州ツーソンのburr-Brown Corporationにより販売される増幅器モデルINA
のような差動入力増幅器５２５に結合され、その結果得られる増幅済み信号はフィルター
回路５３０、バッファ５３５及び増幅器５４０を通過した後、アナログ－デジタルコンバ
ーター５０５へ送られる。増幅器５４０はさらに増幅し、ローパスフィルタリングを施す
ように構成されており、その適当な例として、マサチュセッツ州ノーウッドのアナログデ
バイシズインコーポレイテッドにより販売される増幅器モデルAD8544がある。ＰＣＢ４４
５は、再充電可能電池４５０の残りの電力レベルをモニターする電池モニター５４５を備
えている。電池モニター５４５は、平均電池電圧を与えるローパスフィルターを備えた分
圧器より成るのが好ましい。ユーザーがボタン４７０を電池レベルをリクエストする態様
で押すと、処理ユニット４９０は電池モニター５４５の出力をチェックし、その指示を、
好ましくはＬＥＤ４７５を介して、しかしながら振動モーター４５５またはリンガー５７
５も介して、ユーザーへ提供する。ＬＣＤも使用可能である。
【００７４】
　ＰＣＢ４４５は、二軸加速度計４９５の代わりに、またはそれに加えて、三軸加速度計
５５０を備えてもよい。三軸加速度計の加速度計は、信号を処理ユニット４９０へ出力す
る。三軸加速度計の適当な例として、アリゾナ州スコットデイルのI.M. Systems, Inc.に
より販売されるμPAMがある。三軸加速度計５５０は、二軸加速度計４９５に関連して説
明した態様で傾斜しているのが好ましい。
【００７５】
　ＰＣＢ４４５は、処理ユニット４９０に結合されたＲＦ受信機５５５も備えている。Ｒ
Ｆ受信機５５５は、アームバンドセンサー装置４００を着用する人が着用するかその近く
に位置する、無線装置５５８として図２０に示すような無線通信が可能な別の装置により
出力される信号を受信するために使用される。本明細書で「近くに位置する」とは、無線
装置５５８の伝送範囲内という意味である。例えば、無線装置５５８は、フィンランドの
OuluのPolar Electro社により販売される製品Tempoのような胸に装着する心拍数モニター
のようなモニターである。かかる心拍数モニターを用いると、着用者の心拍数を示すデー
タをアームバンドセンサー装置４００により収集することが可能である。アンテナ５６０
及びＲＦトランシーバー５６５は処理ユニット４９０に結合され、中央モニターユニット
３０へデータをアップロードするかまたは中央モニターユニット３０からデータをダウン
ロードするために設けられている。ＲＦトランシーバー５６５及びＲＦ受信機５５５は、
例えば無線通信プロトコルとしてブルーツース技術を利用するものである。また、赤外線
通信のような他の形式の無線通信方式を用いることも可能である。
【００７６】
　無線でデータをアームバンドセンサー装置４００からアップロードしたり該装置へダウ
ンロードしたりするためにＲＦトランシーバー５６５を使用できるということは、物理的
接続方式では必須条件であるアームバンドセンサー装置４００を取り外すことなくこれら
の機能を実行できるため有利である。例えば、アームバンドセンサー装置４００をユーザ
ーの衣服の下に着用する場合、データのアップロード及び／またはダウンロードを行う前
にアームバンドセンサー装置４００を取り外す必要があるとすると、ユーザーの不便さが
増す。さらに、アームバンドセンサー装置４００を着用すると、ユーザーの皮膚及びその
下の血管に影響が及んでそれらに関する測定値に何らかの影響が出ることがある。定常状
態の、一貫した正確な測定値が得られるようになる前に或る期間、ユーザーがアームバン
ドセンサー装置４００を着用するようにする必要があるであろう。アームバンドセンサー
装置４００に通信能力を搭載すると、確立された定常平衡状態を乱すことなくデータをア
ップロード及び／またはダウンロードすることが可能である。例えば、アームバンドセン
サー装置４００のサンプリング特性を制御する処理ユニット４９０のプログラミングデー
タを、定常平衡状態を乱すことなくアームバンドセンサー装置４００にダウンロードする
ことができる。
【００７７】
　さらに、アンテナ５６０とＲＦトランシーバー５６５とにより、アームバンドセンサー
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装置４００は無線通信能力を有する他の装置との間で無線通信することができる。即ち、
かかる装置との間で情報の送受信が可能となる。これらの装置には、例えば、アームバン
ドセンサー装置４００により身体に植え込まれる装置が含まれるが、それらの装置には、
植え込み可能な心臓ペースメイカー、例えば、Northridge, CaliforniaのMiniMed Inc.か
ら市販される植え込み型インシュリンポンプMiniMed 2007のようなインシュリン供給装置
、アームバンドセンサー装置４００を用いる人の身体に着用する装置、または電子スケー
ル、血圧モニター、グルコースモニター、コレステロールモニターまたは他のアームバン
ドセンサー装置４００のような任意特定の時点においてアームバンドセンサー装置４００
を使用する人の近くに配置される装置が含まれる。この双方向無線通信能力により、アー
ムバンドセンサー装置４００は、かかる装置を作動または非作動状態にする情報またはか
かる装置を特定の態様で作動させるようにプログラムする情報を送信するように構成可能
である。例えば、アームバンドセンサー装置４００が、トレッドミルのような運動器具の
一部を作動させ、また、アームバンドセンサー装置４００のユーザーが決定するか所望す
るもしくはオプションとして使用するある特定のパラメータでかかる装置の作動をプログ
ラムすることが可能である。別の例として、アームバンドセンサー装置４００は、着用者
の検知される皮膚温度に基づき家のコンピュータ制御のサーモスタットを調整するかまた
は着用者が眠りに落ちたと判定された時にコンピュータ制御の照明を消したり、テレビジ
ョンまたはステレオを切ったりするように構成することができる。
【００７８】
　振動モーター４５５は、振動ドライバー５７０を介して処理ユニット４９０に結合され
、着用者に触覚フィードバックを与える。同様に、適当な例として、オハイオ州ディトン
のProjects Unlimited, Inc.により販売されるモデルSMT916Aのようなリンガー５７５は
、適当な例として、イリノイ州シャアンバーグのモトローラ社により販売されるモデルMM
BTA14 CTIのダーリントントランジスタドライバーのようなドライバーを介して処理ユニ
ット４９０に結合され、可聴フィードバックを着用者に与える。フィードバックは、儀式
または警告メッセージ若しくは例えばトレーニング中の着用者の燃焼カロリーがあるレベ
ルに到達する時のような、しきい値もしくは事象により始動されるメッセージが含まれる
。
【００７９】
　ＰＣＢ４４５上に設けられ処理ユニット４９０に結合されるものとして、ノンラッチス
イッチ５８５がある。このノンラッチスイッチ５８５は、ノンラッチスイッチ５８５を作
動するボタン４７０に結合されている。着用者へ種々のタイプのフィードバック情報を与
えるためのＬＥＤ４７５は、ＬＥＤラッチ／ドライバー５９０で処理ユニット４９０に結
合されている。
【００８０】
　ＰＣＢ４４５上の発振器５９５は、処理ユニット４９０へシステムクロックを供給する
。コンピューターハウジング４０５の側部のピンホールを介してアクセス可能なリセット
回路６００は、処理ユニット４９０に結合され、処理ユニット４９０を標準の最初の設定
にリセットするのを可能にする。
【００８１】
　アームバンドセンサー装置４００の主要電源である再充電可能電池４５０は、電圧調整
器６０５を介して処理ユニット４９０に結合されている。最後に、アームバンドセンサー
装置４００に対してメモリー機能を提供するのは、アームバンドセンサー装置４００の着
用者に関するデータを記憶するＳＲＡＭ６１０と、プログラム及び構成データを記憶する
フラッシュメモリー６１５とであり、これらはＰＣＢ４４５上に設けられている。ＳＲＡ
Ｍ６１０及びフラッシュメモリー６１５は処理ユニット４９０に結合され、それぞれが少
なくとも５１２Ｋの記憶容量を有するのが好ましい。
【００８２】
　アームバンドセンサー装置４００を製造し組み立てるに当たり、コンピューターハウジ
ング４０５の上部４３５を最初に通常の成形プロセスのような方法で形成し、次いで、可
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撓性ウィング本体４１０を上部４３５の上にオーバーモールドするのが好ましい。即ち、
上部４３５を、適当な形状の型、即ち、上部４３５を入れると残りの空洞部が可撓性ウィ
ング本体４１０の所望の形状になる型に入れ、可撓性ウィング本体４１０を上部４３５上
で成型する。その結果、可撓性ウィング本体４１０と上部４３５とは互いに結合または接
合されて、単一のユニットを形成する。あるいは、コンピューターハウジング４０５の上
部４３５と可撓性ウィング本体４１０とを単一の型で成型するなどして、単一のユニット
を形成するように一緒に形成してもよい。いかなる方法で形成するとしても、単一のユニ
ットをひっくり返して上部４３５の裏側を上受け向きにし、コンピューターハウジング４
０５の内容物を上部４３５内に配置して、上部４３５及び下部４４０を互いに固着するこ
とが可能である。さらに別のやり方として、可撓性ウィング本体４１０を従来の成型プロ
セスのような方法で別個に形成し、コンピューターハウジング４０５、特にその上部４３
５を、接着剤、スナップ結合方式または螺着方式などの幾つかの公知の方法のうちの１つ
で可撓性ウィング本体４１２に固着することができる。その後、コンピューターハウジン
グ４０５の残部を上述したように組み立てる。上部４３５を可撓性ウィング本体４１２に
固着した後コンピューターハウジング４０５の残りの部分を組み立てるのではなくて、コ
ンピューターハウジング４０５を最初に組み立て、その後可撓性ウィング本体４１０に固
着してもよいことがわかるであろう。
【００８３】
　図２１は、本発明の別の実施例を示すブロック図である。この別の実施例は、センサー
装置１０及びセンサー装置４００との関連で上述した種々のデータを収集及び／または発
生し、中央モニターユニット３０のような遠隔の装置と相互作用せずにユーザーへ分析状
態データを提供できるという意味で独立の装置として機能するスタンドアロンセンサー装
置７００を有する。スタンドアロンセンサー装置７００は、その装置のメモリーに記憶さ
れ必要に応じてアクセスされる、ユーザーの種々の生理学的及び／またはコンテキストパ
ラメータを示すデータ、そのデータから導出されるデータ及びユーザー入力データに基づ
き分析状態データを発生するに必要なユーティリティー及びアルゴリズムを含むようにプ
ログラミング及び／または他の態様に構成されたプロセッサを含む。スタンドアロンセン
サー装置７００は、図１及び２に示すセンサー装置１０を備えているが、それにはマイク
ロプロセッサー２０及びメモリー２２もしくは図１０－１２に示すアームバンドセンサー
装置４００が設けられ、このセンサー装置は処理ユニット４９０及びＳＲＡＭ６１０を有
する。
【００８４】
　図２１に略示するように、データは種々の態様でスタンドアロンセンサー装置７００に
入力される。スタンドアロンセンサー装置７００は、ユーザーの種々の生理学的データを
示すデータの収集を容易にするための上述した１またはそれ以上の生理学的センサー７０
５を備えている。スタンドアロンセンサー装置７００はまた、ユーザーの種々のコンテキ
ストパラメータを示すデータの収集を容易にするための上述した１またはそれ以上のコン
テキストセンサー７１０も備えている。参照番号７１５で示すように、スタンドアロンセ
ンサー装置７００は、ユーザーによるデータの手動入力が可能なように構成されている。
例えば、スタンドアロンセンサー装置７００はアームバンドセンサー装置４００のボタン
４７０のようなデータ入力ボタンを備えているが、ユーザーは、このボタンによりユーザ
ーの上述した種々の生活活動情報または上述した合図または警報の設定のようなスタンド
アロンセンサー装置７００の作動及び／または制御に関する情報を手動入力することがで
きる。この例では、着用者はボタン４７０を作動するだけで食事のような事象を記録した
りその事象の時刻を表示できるが、その後でデータを入力してその時刻表示に意味を付与
する必要がある。あるいは、ボタン４７０を、１回、連続して２回、連続して３回などの
ようにある特定のシーケンスで作動させるとそれぞれ異なる特定の意味が付与されるよう
に予めセットすることができる。着用者は、関連のデータを入力するためには、このよう
な予め設定された作動シーケンスのメニューまたはガイドに従わなければならない。ある
いは、スタンドアロンセンサー装置７００は、キーパッド、タッチスクリーン、マイクロ
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ホンまたは遠隔制御装置（例えば、腕時計に組み込まれた遠隔制御装置）のような情報を
手動入力するためのより精巧な手段を搭載可能である。マイクロホンの場合、入力音声を
利用可能なデータに変換するためのよく知られた音声認識ソフトウェアなどをスタンドア
ロンセンサー装置７００のプロセッサに搭載することになるであろう。
【００８５】
　参照番号７２０及び７２５で示すように、種々の生理学的及び／またはコンテキストパ
ラメータを示すデータ及びそれから導出されるデータより成る情報は、他の装置との相互
作用によりスタンドアロンセンサー装置７００へ入力される。さらに、ハンドシェイクデ
ータまたは種々の生理学的及び／またはコンテキストパラメータを示すデータ及びそれら
から導出されるデータのような情報は、スタンドアロンセンサー装置７００からかかる他
の装置へ出力される。一実施例によると、その相互作用は、スタンドアロンセンサー装置
７００と他の無線通信可能な装置との間における、図２０に関連して図示説明したワイヤ
レストランシーバー５６５のようなスタンドアロンセンサー装置７００に設けられるワイ
ヤレストランシーバーを介する無線通信の形をとる。装置間の相互作用は、参照番号７２
０で示すように、スタンドアロンセンサー装置７００のユーザーが意図的にその相互作用
を始動させるという意味で明示的なものである。例えば、ユーザーはスケール上のボタン
を作動してデータをスタンドアロンセンサー装置７００へダウンロードすることができる
。装置間の相互作用はまた、参照番号７２５で示すように、スタンドアロンセンサー装置
７００のユーザーが意図的にではなくその相互作用を始動させるという意味で隠れた見え
ないものである。例えば、ジムには、ユーザーがジムに入館及び退館する時に感知装置７
００に信号を無線送信してユーザーがトレーニングを開始または終了するときの時刻を表
示するセンサーが設置されている。
【００８６】
　図２１に略示するように、情報はスタンドアロンセンサー装置７００から多数の態様で
出力または送信される。かかる情報には、種々の生理学的パラメータ及び／またはコンテ
キストパラメータを示すデータ、そのデータから導出されるデータ、ユーザーが手動入力
するデータ、分析状態データまたはそれらの任意の組み合わせが含まれる。参照番号７３
０、７３５及び７４０で示すように、情報はスピーカーのような装置により一連のトーン
またはビープ音もしくは録音メッセージのような可聴様式で、また１またはそれ以上のＬ
ＥＤのような可視様式で、または振動によるような可触様式で出力または送信することが
可能である。例えば、スタンドアロンセンサー装置７００は、特定の時点に食事または運
動をするための合図として、またはトレーニング中に燃焼カロリー数のような目標に到達
したりあるいはその状態が検知されたりした時に、音声を出力したり、ＬＥＤを点灯した
り、何かを振動させたりする。あるいは、スタンドアロンセンサー装置７００に、市販の
セルラー電話、ページャー及びパーソナルデジタルアシスタントで見られるようなＬＣＤ
のような精巧な可視出力手段を設けてもよい。ＬＣＤまたは同様な装置と、その拡張可視
出力機能により、スタンドアロンセンサー装置７００は図５乃至１１に関連して説明した
情報の一部または全部を同じまたは同様な態様で出力または送信するように構成すること
ができる。例えば、スタンドアロンセンサー装置７００は健康指数の形の分析状態データ
をユーザーに提供することができる。さらに別の例として、スタンドアロンセンサー装置
７００は、有線接続７５５または無線接続７６０により、パソコン、セルラー電話、ペー
ジャー、パーソナルデジタルアシスタント、別のスタンドアロンセンサー装置７００また
はプロセッサを備えた他の任意の装置のようなコンピュータ装置７５０に結合することが
できる。例えば、図１９に示すバッテリー再充電ユニット４８０を用いて有線接続７５５
または無線接続７６０を構成することが可能である。この構成によると、コンピュータ装
置のディスプレイによりスタンドアロンセンサー装置７００からの情報を可視出力するこ
とができる。コンピュータ装置７５０はＬＣＤのような精巧な出力手段を備えているため
、健康指数のような図５乃至１１に関連して説明した情報の一部または全部を同じまたは
同様なフォーマットでユーザーに出力または送信できることがわかる。
【００８７】



(27) JP 2011-120917 A 2011.6.23

10

20

30

40

50

　また、コンピュータ装置７５０は、家庭の照明またはサーモスタットのような他の装置
を、着用者が眠りに落ちるとか、着用者の皮膚温度がある特定のレベルに到達するという
ような、スタンドアロンセンサー装置７００により出力されるデータに基づき制御するこ
とができる。換言すれば、スタンドアロンセンサー装置７００、特にそのプロセッサは、
スタンドアロンセンサー装置７００により１またはそれ以上の生理学的及び／またはコン
テキスト状態が検知されるとコンピュータ装置７５０がある事象を始動するように構成可
能である。あるいは、スタンドアロンセンサー装置７００は、他のコンピュータ装置７５
０から受信する情報に基づきある事象をコンピュータ装置７５０が始動するように構成す
ることができる。
【００８８】
　スタンドアロンセンサー装置７００は、ビデオゲームのような対話式電子メディア装置
、またはＤＶＤあるいはデジタル記録された映画を再生するディスプレイ装置のような非
対話式電子メディア装置と相互作用し、それに影響を与えるようにすることができる。例
えば、スタンドアロンセンサー装置７００は、着用者の生理学的状態に関する情報をビデ
オゲームに送信し、このビデオゲームが困難性レベルのようなそのゲームの特性を調整す
るようにすることができる。別の例として、スタンドアロンセンサー装置７００は、着用
者の生理学的状態に関する情報をデジタル記録映画を再生する装置に送り、この装置が映
画の結末のような特性を調整するようにできる。
【００８９】
　さらに、スタンドアロンセンサー装置７００は、建物のような空間内の位置のようなス
タンドアロンセンサー装置７００の地理的位置をコンピュータ装置７５０が検知可能にす
る、超音波または無線周波数識別タブのような位置感知装置７６５を搭載してもよい。一
実施例において、位置を指示すると、好ましくは、皮膚温度のような着用者の１またはそ
れ以上の生理学的状態がスタンドアロンセンサー装置７００により検知されると共に、コ
ンピュータ装置７５０が、指示された場所に相当する部屋の温度を下げるような事象を始
動する。別の実施例において、位置を指示すると、着用者の皮膚温度がある特定のレベル
を超えるような１またはそれ以上の生理学的状態がスタンドアロンセンサー装置７００に
より検知された時に、コンピュータ装置７５０が指示された場所に相当する部屋の温度を
下げるような事象を始動する。さらに、パソコンのマウス及びキーボード、セルラー電話
またはページャーのキーパッドまたはパーソナルデジタルアシスタントのタッチスクリー
ンのようなコンピュータ装置の入力手段により、スタンドアロンセンサー装置７００に情
報を手動入力することが可能である。
【００９０】
　種々のモードの出力を組み合わせて、ユーザーに種々のタイプまたはレベルの情報を提
供することができる。例えば、スタンドアロンセンサー装置７００を個人が運動中に着用
することが可能であり、ＬＥＤまたはトーンによりある特定の燃焼カロリー数の目標に到
達したことを知らせることができる。その後、ユーザーは、運動終了後にスタンドアロン
センサー装置７００からセルラー電話のようなコンピュータ装置７５０へ別のデータを無
線送信することにより、心拍数及び／または呼吸数のようなデータを経時的にチェックす
ることができる。
【００９１】
　本発明のさらに別の実施例として、スタンドアロンセンサー装置７００に設けたプロセ
ッサを導出データを発生させるように、また分析状態データの作成に必要なユーティリテ
ィー及びアルゴリズムを含むようにプログラム及び／または構成するのではなくて、コン
ピュータ装置７５０をそのようにプログラムすることができる。この実施例では、スタン
ドアロンセンサー装置７００は、ユーザーの種々の生理学的及び／またはコンテキストパ
ラメータを示すデータ、ユーザーが手動入力するデータ及び／または７２０及び７２５で
示す装置間の相互作用により入力されるデータを収集しそして／または発生するが、これ
ら全てのデータはスタンドアロンセンサー装置７００に設けたメモリーに記憶される。そ
の後、このデータはコンピュータ装置７５０へ定期的にアップロードされ、コンピュータ
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装置は導出データ及び／または分析状態データを発生する。あるいは、スタンドアロンセ
ンサー装置７００のプロセッサを導出データを発生するようにプログラムし、コンピュー
タ装置７５０を１またはそれ以上の生理学的及び／またはコンテキストパラメータを示す
データ、それから導出されるデータ、ユーザーにより手動入力されるデータ及び／または
７２０及び７２５に示す装置間の相互作用により入力されるデータに基づき分析状態デー
タを作成するに必要なユーティリティー及びアルゴリズムを含むようにプログラムするこ
とができる。さらに別の例として、スタンドアロンセンサー装置７００のプロセッサを１
またはそれ以上の生理学的及び／またはコンテキストパラメータを示すデータ、それから
導出されるデータ、ユーザーにより手動入力されるデータ及び／または７２０及び７２５
に示す装置間の相互作用により入力されるデータに基づき分析状態データを作成するに必
要なユーティリティー及びアルゴリズムを含むようにプログラムまたは他の方法で構成し
、コンピュータ装置７５０を導出データを発生するようにプログラムすることができる。
何れの例でも、ユーザーは、その後、ユーザーの生理学的及び／またはコンテキストパラ
メータを示すデータ、それから導出されるデータ、ユーザーにより手動入力されるデータ
、７２０及び７２５に示す装置間の相互作用により入力されるデータ及び分析状態データ
のうち任意のものまたは全てを、プログラムされたコンピュータ装置７５０またはデータ
がダウンロードされる別のコンピュータ装置７５０の出力手段により見ることができる。
後者の例では、分析状態データを除く全てのデータが上述したようにスタンドアロンセン
サー装置７００により出力される。
【００９２】
　これら変形例のコンピュータ装置７５０は、中央モニターユニット３０等と通信できる
ようにインターネットのような電子ネットワークに接続することができる。かかる構成に
より、導出データ及び／または分析状態データの発生を可能にするコンピュータ装置７５
０のプログラムは、電子ネットワークを介して関連のデータをコンピュータ装置７５０に
ダウンロードすることにより変更または交換することが可能である。
【００９３】
　さらに別の例として、コンピュータ装置７５０に特注のプラグインを設けることにより
、よく知られたブラウザープログラムによるデータ表示機能の提供が可能になる。この実
施例では、スタンドアロンセンサー装置７００は、ユーザーの種々の生理学的及び／また
はコンテキストパラメータを示すデータ、導出データ、ユーザーにより入力されるデータ
、７２０及び７２５に示す装置間の相互作用により入力されるデータ及び／またはそれら
に基づく分析状態データを収集し、発生して、このデータをコンピュータ装置７５０へア
ップロードする。その後、コンピュータ装置７５０に設けたプラグインは、ユーザーがコ
ンピュータ装置７５０に設けたブラウザーにより見ることができるデータに基づき適当な
表示ページを発生させる。このプラグインは、インターネットのような電子ネットワーク
を介して中央モニターユニット３０のようなソースから変更／更新することが可能である
。
【００９４】
　図２２－２６を参照して、該図はセンサー装置８００の別の実施例を示す。センサー装
置８００は、図１－１１に関連して説明したセンサー装置１０または図２１に関連して説
明したスタンドアロンセンサー装置７００の何れかの特定の実施例でよい。センサー装置
８００は、図１２－１７に示す可撓性ウイング本体４１０に似た、可撓性部分８１０に固
着されたハウジング８０５を有する。可撓性部分８１０は、上腕のような身体の少なくと
も一部に巻き付けるなどしてそれと係合させ、センサー装置８００と可撓性部分８１０の
スロット８１２に挿入される着脱自在のストラップ８１１との協働により身体に着用でき
るように構成されている。可撓性部分８１０は、デュロメーターが７５と８５ショアＡの
間の材料で形成するのが好ましい。可撓性部分８１０は種々の形状でよく、クロス材料、
可撓性プラスチックフィルム、またはバンドエイド社の使い捨て接着剤付き包帯と似た構
造の接着剤を有する弾性材料で形成することができる。図２２－２６に示す実施例におい
て、ハウジング８０５は、オーバーモールドまたは同時モールドプロセスなどにより、接



(29) JP 2011-120917 A 2011.6.23

10

20

30

40

50

着剤を使用して、あるいは１またはそれ以上のねじのような締着機構により、可撓性部分
８１０に永続的に固着される。ハウジング８０５は、例えば、接着剤、ねじ、スナップ装
着手段、音波溶接または高温溶接を含む公知任意の方法により底部８２０に固着された頂
部８１５を有する。好ましい実施例によると、頂部８１５と底部８２０との間に水密密封
部が形成されている。水密密封部は音波溶接または高温溶接を用いる時に形成される。あ
るいは、頂部８１５と底部８２０の間にＯリングを設けて水密密封部を形成してもよい。
【００９５】
　図２３、２４及び２６から最も分かり易いように、ハウジング８０５の底部８２０には
ＧＳＲセンサー８２５が固着されている。ＧＳＲセンサー８２５は皮膚の２点間の導電率
を測定するものであり、ステンレス鋼、金または導電性炭化ゴムのような材料で形成され
た電極を有する。ＧＳＲセンサー８２５は腎臓頭部に形状が似た図２３に示す細長く曲が
った形状を有し、着用中にセンサー装置８００が横揺れしたり他の態様で運動してもＧＳ
Ｒセンサー８２５の一部が身体との接触を維持できるようにするのが好ましい。ＧＳＲセ
ンサー８２５の表面に沿って隆起したバンプ８３０または他の三次元の模様付き表面を形
成して、皮膚に動揺を与えヘア間を押圧して、皮膚との間に良好な接触が確保されるよう
にするのが最も好ましい。さらに、隆起したバンプ８３０は、センサー装置が身体に対し
て如何なる方向に向いてもセンサー装置８００の下方に汗を捕捉せずその移動を可能にす
るチャンネルを提供する。底部８２０にはまた、熱束皮膚インターフェイス部材８３５と
皮膚温度皮膚インターフェイス部材８４０とが固定されているが、これらはそれぞれステ
ンレス鋼のような熱伝導材料より成るプレートである。熱束皮膚インターフェイス部材８
３５及び皮膚温度皮膚インターフェイス部材８４５は、３０４ステンレス鋼のような熱伝
導率が少なくとも１２．９Ｗ／ｍＫの材料で形成するのが好ましい。ＧＳＲセンサー８２
５は、相互間で少なくとも０．４４インチ、熱束被覆界面コンポーネント８３５及び皮膚
温度皮膚インターフェイス部材８４５から少なくとも０．０９インチ離隔させるのが好ま
しい。ＧＳＲセンサー８２５、熱束皮膚インターフェイス部材８３５及び皮膚温度皮膚イ
ンターフェイス部材８４０は、センサー装置８００を着用すると着用者の皮膚と接触する
ように構成されており、ＧＳＲ、身体からの熱束、皮膚温度データの測定を容易にする。
図２２、２４及び２６から最も分かり易いように、ハウジング８０５の頂部８１５には熱
束周囲インターフェイス部材８４５と周囲温度インターフェイス部材８５０とが固着され
ているが、これらもまた、好ましくは３０４ステンレス鋼のような熱伝導率が少なくとも
１２．９Ｗ／ｍＫの熱伝導性材料であるステンレス鋼で作るのが好ましい。熱束周囲イン
ターフェイス部材８４５及び周囲温度インターフェイス部材８５０は、周囲環境への熱イ
ンターフェイスを提供することにより身体からの熱束及び周囲温度の測定をそれぞれ容易
にする。これらのパラメータの測定をさらに容易にするために、可撓性部分８１０には熱
束周囲インターフェイス部材８４５及び周囲温度インターフェイス部材８５０を周囲の空
気にさらすための孔部８５５が設けられている。これらの孔部８５５の大きさは、着用者
の皮膚からの空気流がこれらの部材を通過できるように熱束周囲インターフェイス部材８
４５及び周囲温度インターフェイス部材８５０を囲む領域において可撓性部分８１０がで
きるだけ少ない皮膚をさえぎるようなものである。
【００９６】
　ＧＳＲセンサー８２５、熱束皮膚インターフェイス部材８３５、皮膚温度皮膚インター
フェイス部材８４０、または皮膚に接触する他の任意の感知部材には、とりわけ、皮膚と
の電気的接触を増加させ、表皮内または表皮下の間質液にリアルタイムでアクセスするた
めの複数の超小型針を設けてもよいが、このアクセスにより電気化学的方法、インピーダ
ンスに基づく方法あるいは他の周知の方法により皮膚のｐＨレベルのような種々のパラメ
ータを測定することができる。超小型針は、皮膚の角質層を貫通して表皮に到達すること
により電気的接触を増加させる。かかる超小型針は当該技術分野で周知であり、金属また
はプラスチック材料で形成することができる。従来技術の超小型針は、例えば、プロクタ
ーアンドギャンブル社の米国特許第６，３１２，６１２号に記載されている。特定の例に
応じて、超小型針の数、密度、長さ、先端または基部の幅、分布及び間隔は異なるであろ
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う。
【００９７】
　図２２の線Ａ－Ａに沿う断面図である図２６を参照して、該図はハウジング８０５内に
収容されるセンサー装置８００の内部コンポーネントを示す。ハウジング８０５の頂部８
１５に固着されたプリント基板またはＰＣＢ８６０は、ハウジング８０５内の電子コンポ
ーネントを受けてそれらを支持する。接点８６５は、ＰＣＢ８６０の底面に固着されＧＳ
Ｒセンサー８２５に電子結合されている。これらの接点は、Pomona, CaliforniaのEveret
t Charles Technologies社のPogo接点のような金メッキした接点ピンであるのが好ましい
。ＰＣＢ８６０の底面には皮膚温度サーミスタ８７０も固着されるが、その適当な例とし
て、Shrewsbury, MassachusettsのBetaTherm Corporationから市販されているモデル１０
０Ｋ６Ｄ２８０サーミスタがある。本発明の好ましい実施例によると、皮膚温度サーミス
タ８７０は熱伝導インターフェイス材料８７５により皮膚温度皮膚インターフェイス部材
８４０に熱的結合されている。熱伝導インターフェイス材料８７５は、例えば、熱伝導性
ギャップ充填材、熱伝導性相変化インターフェイス材料、熱伝導性テープ、熱伝導性現場
硬化コンパウンドまたはエポキシ、及び耐熱グリースを含む当該技術分野で公知の任意タ
イプの熱伝導性インターフェイス材料でよい。適当な熱伝導性インターフェイス材料には
、W. L. Gore & Associates, Inc.社が商標PolarChip CP8000を付して販売する窒化ホウ
素充填発泡ポリテトラフルオロエチレン母材及びWoburn, MassachusettsのParker Chomer
ics Division of HannefinCorporationから入手できるＡ５７４と呼ばれる接着剤が裏塗
りされた厚さ５ミル（０．０１３ｃｍ）のアルミニウムフォイルキャリア上の窒化ホウ素
及びアルミナ充填シリコンエラストマーが含まれる。ＰＣＢ８６０の頂部には身体近接周
囲温度サーミスタ８０８が設けられるが、その適当な例としてMalvern, PennsylvaniaのV
ishay Intertechnology社により製造されるモデルＮＴＨ０４０ＺＮ０１Ｎ１００ＫＪサ
ーミスタがある。身体近接周囲温度サーミスタ８８０は、熱伝導性インターフェイス材料
８７５により周囲温度インターフェイス部材８５０に熱的結合されている。
【００９８】
　引き続き図２６を参照して、好ましい実施例によるセンサー装置８００は、全体を本願
の一部として引用する、係属中の特許出願０９／８２２，８９０号に記載された生体と周
囲環境との間の熱束を測定する装置の特定の実施例を含む。詳述すると、ハウジング８０
５内には熱導管８８５が設けられている。本明細書中の用語「熱導管」は、ステンレス鋼
でできた導体のような１つの場所から別の場所に熱を単独でまたは協働して転送するよう
に構成された１またはそれ以上の熱導体を意味する。熱導管８８５は、熱伝導インターフ
ェイス材料８７５により熱束皮膚インターフェイス部材８３５に熱的結合されている。Ｐ
ＣＢ８６０の底面上には第１の熱束サーミスタ８９０Ａがあり、ＰＣＢ８６０の頂面上に
は第２の熱束サーミスタ８９０Ｂが設けられている。ＰＣＢ８６０はこれらのコンポーネ
ントを支持するベース部材として働く。ＰＣＢ８６０とは別個のベース部材を別の構成の
ものに置き換えられることがわかるであろう。熱束サーミスタ８９０Ａ及び８９０Ｂの両
方の適当な例は。熱束サーミスタ８９０Ａ及び８９０Ｂは、ＰＣＢ８６０上に設けられた
パッドにはんだ付けされている。第２の熱束８９０サーミスタＢは、熱伝導インターフェ
イス材料８７５により熱束周囲インターフェイス材料８４５に熱的結合されている。当該
技術分野において周知のように、ＰＣＢ８６０は、所定の既知の熱抵抗または抵抗率Ｋを
有する、ガラス繊維のような剛性または可撓性材料で作られている。着用者の身体からの
熱束は、熱束サーミスタ８９０Ａで第１の電圧Ｖ１を、また熱束サーミスタ８９０Ｂで第
２の電圧Ｖ２を測定することにより求めることができる。その後、これらの電圧間の差を
、差動増幅器によるなどして電気的に求めると、当該技術分野で周知のように、ＰＣＢ８
６０の頂面と底面の間の温度差（Ｔ２－Ｔ１）を計算するための電圧値が得られる。その
後、熱束は下式に従って計算できる。
【００９９】
　熱束＝Ｋ（Ｔ２－Ｔ１）
　ＰＣＢ８６０と熱束サーミスタ８９０Ａ、８９０Ｂを組み合わせると、１つの形態の熱
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束センサーが得られる。図２６に示す熱束測定装置の構成上の１つの利点は、コンポーネ
ントが垂直方向に向いているため、熱束測定装置、従ってセンサー装置８００全体の組み
立てが単純化されることである。このように単純化されるだけでなく、一方または両方の
面に接着剤の薄い層を含む熱伝導性インターフェイス材料を熱伝導性インターフェイス材
料８７５として用いるため、コンポーネントを互いに接着できる。さらに、サーミスタ８
９０Ａ及び８９０Ｂは、Hudson, New HamshireのRdFCorporationにより市販されるものの
ような一体的な熱束センサーと比べて安価なコンポーネントであるため、センサー装置８
００のコストが減少する。熱束サーミスタ８９０Ａ及び８９０Ｂを図２６の実施例におい
てＰＣＢ８６０上に設けるとして説明したが、既知の抵抗率Ｋを有する任意の材料を使用
できることがわかるであろう。さらに、熱電対またはサーモパイルのような当該技術分野
で知られた他の温度測定装置を熱束サーミスタ８９０Ａ及び８９０Ｂの代わりに用いても
よい。さらに別の方法として、熱導管８８５を省略して、熱束サーミスタ８９０Ａと熱束
皮膚インターフェイス部材８３５との間の熱伝送が熱伝導インターフェイス材料８７５の
１またはそれ以上の部分により行われるようにしてもよい。さらに別の方法として、熱束
皮膚インターフェイス部材８３５を省略して、熱束サーミスタ８９０Ａと皮膚との間の熱
伝送を熱導管８８５と熱伝導インターフェイス材料８７５の１またはそれ以上の部分の何
れかまたはその両方で行われるようにしてもよい。本明細書で説明する任意の実施例にお
いて、１またはそれ以上の熱導管８８５、熱伝導インターフェイス材料８７５の１または
それ以上の部分及び熱束皮膚インターフェイス部材８３５の結合体は、熱束サーミスタ８
９０Ａをセンサー装置８００の着用者の身体と熱伝送関係にする熱エネルギー伝送手段と
して働く。
【０１００】
　図２７は、センサー装置８００のシステムアーキテクチャーの一実施例、特にＰＣＢ８
６０上に設けられるかそれに結合される各コンポーネントを示す概略図である。
【０１０１】
　図２７に示すようにＰＣＢ８６０は、マイクロプロセッサー、マイクロコントローラー
または本明細書で説明する機能、特に図２に示すマイクロプロセッサー２０、図２０に示
す処理ユニット４９０または図２１に示すスタンドアロンセンサー装置７００との関連で
説明した機能を実行するように構成可能な他の任意の処理装置でよい処理ユニット９００
を有する。処理ユニット９００の適当な例として、Schaumburg, IllinoisのMotorola社に
より市販されるDragonball EZがある。また、ＰＣＢ８６０上には、二軸または三軸の加
速度計でよい加速度計９０５が設けられている。二軸加速度計の適当な例として、Norwoo
d, MassachusettsのAnalog Devices社により市販されるモデルＡＤＸＬ２０２加速度計が
あり、三軸加速度計の適当な例として、Norristown, PennsylvaniaのMeasurement Specia
lities Incorporatedにより市販されるモデルＡＣＨ－０４－０８－０５加速度計がある
。加速度計９０５の出力信号はバッファ９１０及び入力アナログ－デジタルコンバーター
９１５を通過するが、このコンバーターは処理ユニット９００に結合されている。ＧＳＲ
センサー８２５は、電流ループ９２０、ローバスフィルター９２５及び増幅器９３０を介
してＡ－Ｄコンバーター９１５に結合されている。電流ループ９２０は、演算増幅器及び
複数の抵抗より成り、２つのＧＳＲセンサー８２５の間に小さな固定電流を加えてそれら
の間の電圧を測定する。測定される電圧は電極と接触する皮膚の抵抗に正比例する。同様
に、熱束サーミスタ８９０Ａ及び８９０ＢはＡ／Ｄコンバーター９１５及び処理ユニット
９００に結合されており、そこでローパスフィルター９３５及び増幅器９４０による熱束
の計算が行われる。
【０１０２】
　好ましくは平均バッテリー電圧を与えるためにローパスフィルターを有する分圧器より
成るバッテリーモニター９４５は、充電可能なバッテリー９５０の残りの電力レベルをモ
ニターする。充電可能なバッテリー９５０は３．７ボルトのリチュウムイオン／リチウム
ポリマー電池であるのが好ましい。センサー装置８００の主電源である充電可能なバッテ
リー９５０は、電圧調整器９５５を介して処理ユニット９００に結合されている。充電可
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能なバッテリー９５０は、充電器９６０またはＵＳＢケーブル９６５の何れかにより充電
可能であるが、これらは共にＵＳＢインターフェイス９７０を介してセンサー装置８００
に結合可能である。ＵＳＢインターフェイス９７０は、使用中でない時そのインターフェ
イスの接点を保護するために着脱自在のプラスチックまたはゴム製プラグで気密封止可能
にするのが好ましい。
【０１０３】
　ＰＣＢ８６０はさらに、センサー装置８００の着用者の皮膚温度を感知する皮膚温度サ
ーミスタ８７０と、センサー装置８００の着用者の身体に近接する領域の周囲温度を感知
する身体近接周囲温度サーミスタ８８０とを有する。これらのコンポーネントはそれぞれ
バイアスされており、Ａ／Ｄコンバーター９１５を介して処理ユニット９００に結合され
ている。
【０１０４】
　センサー装置８００の特定の実施例によると、ＰＣＢ８６０には、Ａ／Ｄコンバーター
９１５により結合された図２７において９７５で示す周囲光センサー及び周囲音センサー
の一方または両方が設けられている。周囲光センサー及び周囲音センサーは、周囲の光ま
たは音の存否と、周囲の光または音のレベルがしきい値を超える状態であるか否かを感知
するか、または周囲の光または音の実レベルを反映する読みを与えるように構成可能であ
る。周囲音センサーの適当な例として、Secaucus, New JerseyのMatsushita Corporation
 of Americaにより販売されるＷＭ－６０Ａコンデンサーマイクロフォンカートリッジが
あり、周囲光センサーの適当な例としてCarrollton, TexasのOptek Technology, Inc.に
より販売されるＯＰＲ５５００フォトトランジスタ及びＯＰＲ５９１０フォトダイオード
がある。さらに、ＰＣＢ８６０は、着用者の心拍数を測定する２またはそれ以上の電極よ
り成るＥＣＧセンサー９８０と、着用者の皮膚のインピーダンスを測定する複数の電極を
有するインピーダンスセンサー９８５を備えることができる。インピーダンスセンサー９
８５は、着用者の筋肉活動の指示を与えるＥＭＧセンサーでもよい。ＥＣＧセンサー９８
０またはインピーダンスセンサー９８５の一部を形成する電極はかかるセンサー専用の電
極であるか、あるいは適当な測定を行うために多重化されたＧＳＲセンサー８２５の電極
でもよい。ＥＣＧセンサー９８０及びインピーダンスセンサー９８５はそれぞれＡ／Ｄコ
ンバーター９１５に結合されている。
【０１０５】
　ＰＣＢ８６０はさらに、処理ユニット９００に結合されたＲＦトランシーバー９９０と
、センサー装置８００の近くの無線装置との間でデータを無線で受信するアンテナ９９５
を有する。ＲＦトランシーバー９９０及びアンテナ９９５は、センサー装置８００の着用
者が使用中のトレッドミルのような装置またはセンサー装置８００の着用者が着用する心
拍数モニターとの間でデータを送受信するかまたはＰＤＡまたはＰＣのようなコンピュー
タ装置との間でデータをアップロードまたはダウンロードするために使用可能である。さ
らに、ＲＦトランシーバー９９０及びアンテナ９９５を用いて、水分補給レベルまたは疲
労レベルのような消防士の安全を脅かす状態をセンサー装置８００が感知したか否かをそ
の消防士に知らせるために消防士が着用する骨伝導マイクロフォンのようなフィードバッ
ク装置に情報を送ることができる。図２１に関連して詳述したように、スタンドアロンセ
ンサー装置７００をコンピュータ装置７５０に結合してデータをそれらの間で交換するこ
とができる。かくして、さらに別の方法として、ＲＦトランシーバー９９０及びアンテナ
９９５を用いて、センサー装置８００を図２１に示すコンピュータ７５０のようなコンピ
ュータ装置に結合することができる。かかる構成により、センサー装置８００はコンピュ
ータ装置７５０、例えば、手首に着用するコンピュータ装置との間でデータを送受信する
ことができる。そのコンピュータ装置によりユーザーはデータを入力し、そのデータをそ
の後保存するかまたはセンサー装置８００に送り、センサー８００から送られるデータを
含むデータを表示することができる。また、この構成により、センサー装置８００とコン
ピュータ装置７５０との間で、図２１に詳述したような共用コンピューティングと呼ぶコ
ンピュータによる仕事の分割を行うことができる。
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【０１０６】
　図２７に示すように、ＰＣＢ８６０は、センサー装置８００は、処理ユニット９００に
結合され、身体に着用中であるか否かを感知する近接センサー１０００を備えることがで
きる。近接センサー１０００はまた、センサー装置８００の電源を自動的に開閉するもの
として使用可能である。近接センサーは、センサー装置８００が身体に接近するにつれて
電気容量が変化するキャパシタより成るのが好ましい。ＰＣＢ８６０はまた、ドライバー
１０１０を介して処理ユニット９００に結合された呼出し器のような音トランスジューサ
ー１００５を備えることができる。
【０１０７】
　センサー装置８００には、図２７に示すセンサーとは別に、本願の一部として引用する
米国特許第５，８５３，００５号に記載されたもののようなセンサーを設けてもよい。こ
の‘００５特許は、音響伝達材料を含むパッドに結合された音トランスジューサーを教示
している。そのパッド及び音トランスジューサーは、身体が発する音響信号の感知に使用
されるが、これらの音響信号は心拍数または呼吸数のような生理学的パラメータを表す信
号に変換可能である。さらに、ハウジング８０５、可撓性部分８１０またはストラップ８
１１のうちの１またはそれ以上の部分として、センサー装置８００に一体化せずに、‘０
０５特許に示すようなセンサーをセンサー装置８００とは別個に設けて、このセンサー装
置８００に結合するか、有線で接続するか、または無線で接続することができる。この‘
００５特許によると、音または音響トランスジューサーは、海軍のソナーに用いられるも
のに似た圧電式エレクトレットまたはコンデンサータイプの水中聴音器であるのが好まし
い。
【０１０８】
　‘００５特許に教示されるセンサー装置は、非ＥＣＧ心臓パラメータセンサーと呼ぶも
のの一例であり、これは、以下に述べる２つの性質を有する、即ち、（１）ある距離だけ
離れた少なくとも２つの接点を用いて胴回りの測定を行う必要がない、（２）心臓の電気
的活動を測定しない、ことを意味する。‘００５特許により教示されるようなセンサー装
置は、主として、心臓への装置の近接度、周囲ノイズレベル、身体の運動による運動関連
音アーチファクトを含むファクタに依存して、ある特定の状況下における心拍数情報及び
心臓の個々の拍動に関連する情報を検知できることが判明している。その結果、‘００５
特許により教示されるようなセンサー装置は、周囲ノイズレベルが低い周囲環境で着用す
る時そして身体が運動中でない時に信頼度が最も高い。
【０１０９】
　センサー装置８００のある特定の特性、センサー及び感知能力は、その装置に組み込ま
れるかまたはそれに結合される‘００５特許に教示されたセンサー装置のような音響式非
ＥＣＧ心臓パラメータセンサー１０１２の信頼性及び精度を改善することができる。例え
ば、１つの特定実施例において、センサー装置８００は上腕への着用に特に適している。
上腕は、心臓に近く、目立たないように、また心地よくセンサー装置を着用できる空間を
提供するため、音響式非ＥＣＧ心臓パラメータセンサー１０１２を備えたセンサー装置８
００にとって格好の場所である。さらに、図２７において９７５で示す周囲音センサーを
用いて、音響式非ＥＣＧ心臓パラメータセンサー１０１２により検知される信号から周囲
ノイズをフィルタリングにより除去することにより、身体から発する音信号を隔離するこ
とができる。’００５特許により教示されるセンサー装置のような音響式非ＥＣＧ心臓パ
ラメータセンサー１０１２が発生する信号のこのようにして行うフィルタリングは、かか
る装置がセンサー装置８００に組み込まれている場合だけでなく、上述したようにセンサ
ー装置８００から分離しているがそれに結合されている場合においても実施可能である。
さらに、心臓により発せられたものでない身体運動による音は、図２７及び２９に示す加
速度計９０５または表１に示す身体の姿勢または筋圧センサーのような、身体運動の結果
として生じる音を検知するか識別するためセンサーを用いることにより補償または調整す
ることができる。例えば、足音は、音響式非ＥＣＧ心臓パラメータセンサー１０１２のＳ
／Ｎ比を低下させて誤った正または負の心拍表示を与える音を体内に発生させる。当該技
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術分野で周知のように、加速度計９０５は足音インジケーターとして機能できる。従って
、加速度計９０５を用いて、音響式非ＥＣＧ心臓パラメータセンサー１０１２により検知
される信号から足音のような身体運動により生じる信号関連音アーチファクトをフィルタ
リングにより除去するか減算することができる。
【０１１０】
　上述した信号のフィルタリングまたは減算を行う幾つかの方法は当業者に知られている
。一部がノイズキャンセレーション用として、そして一部は直接測定用として使用される
、まったく異なる信号のモニターに関連して使用され信号のかかるフィルタリングまたは
減算は、データインテグレーションとしても知られている。
【０１１１】
　センサー装置８００は、不正確な読みを識別し補償することができるように、パラメー
タを検証し、非ＥＣＧ心臓パラメータセンサー１０１２による読みのコンテキストを与え
るように使用することができる。例えば、センサー装置８００を用いて、着用者のエネル
ギー消費をリアルタイムで検知するだけでなく、ランニングまたは自転車に乗るような着
用者が従事している活動タイプを検知することができる。かくして、データインテグレー
ションにより非ＥＣＧ心臓パラメータセンサー１０１２の信頼性及び精度を増加させるた
めにはセンサー装置８００のセンサー及び感知能力を如何に利用するかのもう１つの例と
して、エネルギー消費及び活動タイプに関する情報から、非ＥＣＧ心臓パラメータセンサ
ー１０１２により検知される心臓関連パラメータを評価し、恐らくはフィルタリングする
コンテキストを提供することができる。例えば、センサー装置８００により人が毎分１３
カロリーのエネルギーを燃やしており、自転車に乗っていることが検知され、非ＥＣＧ心
臓パラメータセンサー１０１２が着用者の心拍数が毎分６０回であることを示している場
合、非ＥＣＧ心臓パラメータセンサー１０１２からの信号にさらにフィルタリングをかけ
る必要がある可能性が高い。
【０１１２】
　他の周知の非ＥＣＧ心臓パラメータセンサーには、例えば、微小消費電力のインパルス
レーダー技術に基づく装置、圧電式ひずみ計を用いたもの、及び身体部分の血液循環によ
り変化するその部分の大きさの変化を測定する体積変動記録法に基づく装置が含まれる。
これらの装置の性能を上述したデータインテグレーションにより改善できることがわかる
であろう。センサー装置８００に組み込める別のセンサーとして、センサー装置８００を
着用者の身体に押圧保持した時の圧力を測定するものがある。かかるセンサーは容量型ま
たは抵抗型でありうる。１つのかかる例として、印加する力を増加させてプラスチックの
小さな変形を測定するために圧電ひずみ計を包囲体の背面に配置したものがある。かかる
センサーから収集されるデータを用いて、かかるセンサーの読みに応じてセンサー装置８
００の他のセンサーの読みを補償することができる。
【０１１３】
　スイッチ１０１５は、ＰＣＢ８６０上に設けられ、処理ユニット９００に結合されてい
る。スイッチ１０１５はハウジング８０５上のボタン１０２０にも結合されている。ボタ
ン１０２０は、スイッチ１０１５を作動することにより、薬を飲むような事象の発生を示
す時間表示スタンプのような情報をセンサー装置８００に入力するために使用できる。ボ
タン１０２０は、押すと触覚による正のフィードバックを与え、意図しない作動を防止す
るために凹形形状であるのが好ましい。また、図２２－２６に示す実施例において、可撓
性部分８１０はボタン１０２０を覆って封止する膜１０２２を有する。図３０－３２に示
す実施例では、同様な膜１０２２を可撓性部分８１０の上に設けることが可能であり、好
ましくはハウジング８０５の上にも設けて、ハウジング８０５を可撓性部分８１０から取
り外すとボタン１０２０が封止されるようにするのが好ましい。あるいは、可撓性部分８
１０に孔部を設けて、ハウジング８０５を可撓性部分８１０に固着するとボタン１０２０
と膜１０２２が露出されるようにしてもよい。さらに、ＰＣＢ８６０上の処理ユニット９
００には、情報を着用者に出力するためのＬＣＤ及び／またはＬＥＤ１０２５が結合され
ている。図２８は、ＬＣＤ１０２５をハウジング８０５の上面に設けたセンサー装置８０
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０の別の実施例を示す。ＬＣＤまたはＬＥＤ１０２５の代わりに、センサー装置８００は
、電力の供給が途絶えた時でも情報を表示する能力を保持する従来技術の電気化学的ディ
スプレイを備えることができる。かかるディスプレイは、本願の一部として引用する米国
特許第６，３６８，２８７号に記載されており、小型の加熱素子及び感熱材料の被覆より
成る複数のマーカーを含む。電流が加熱素子の一つを流れると、その加熱素子は加熱され
て被覆材料の色を変化させる。色の変化は加熱素子が冷却した後も永続的である。かかる
ディスプレイは比較的安価であるため、使い捨ての、恐らくは１回だけ使用するものとし
て設計されるセンサー装置８００の実施例への使用に好適である。
【０１１４】
　発振器１０３０は、ＰＣＢ８６０上に設けられて、システムクロックを処理ユニット９
００に供給する。リセット回路１０３５は、処理ユニット９００に結合されて、処理ユニ
ットの標準の初期設定へのリセットを可能にする。
【０１１５】
　最後に、フラッシュメモリチップのような非揮発性データ記憶デバイス１０４０が、セ
ンサー装置８００が収集しそして／または発生する情報の保存を行うために設けられてい
る。データ記憶デバイス１０４０は少なくとも１２８Ｋのメモリーを含むのが好ましい。
フラッシュＲＯＭチップのような非揮発性プログラム記憶デバイスは、センサー装置８０
０の作動に必要なプログラムを記憶するために設けられている。
【０１１６】
　あるいは、一体的なＡ／Ｄコンバーター、データ及びプログラム保存手段を有するマイ
クロプロセッサーを、処理ユニット９００、Ａ／Ｄコンバーター９１５、データ記憶装置
１０４０及び非揮発性メモリー１０４５の代わりに用いてもよい。かかるセンサーの適当
な例としてテキストインスルツメンツ社のモデルＭＳＰ４３０プロセッサーがある。
【０１１７】
　着用者の皮膚に接触するセンサー装置８００の一部を形成する任意のコンポーネントは
、好ましい実施例において、皮膚の油、汗、脱臭剤、日焼け止めオイルまたはローション
、皮膚保湿剤、香水またはイソプロピルアルコールにさらされた時にデロメーター、弾性
、色または他の物理的または化学的性質が劣化するものであってはならない。
【０１１８】
　図２９は、充電可能なバッテリー９５０、電圧調整器９５５、充電器９６０及びＵＳＢ
ケーブル９６５を使い捨てのＡＡＡバッテリー１０５０及び昇圧コンバーター１０５５に
より置き換えたＰＣＢ８６０の別の実施例を示す。昇圧コンバーター１０５５は、インダ
クターによりＡＡＡバッテリー１０５０の電圧をＰＣＢ８６０上の電子装置の作動に必要
な３．０－３．３ボルトに昇圧させる。適当な昇圧コンバーター１０５５として、Sunnyd
ale, CaliforniaのMaxim Integrated Products, Inc.により販売されるモデルＭＡＸ１７
２４がある。
【０１１９】
　図３０及び３１を参照して、該図は、ハウジング８０５が可撓性部分８１０に着脱自在
に固着されるセンサー装置８１０の別の実施例を示す。図３０及び３１に示すように、ハ
ウジング８０５には、その外側端縁部に沿って溝１０６０が設けられており、この溝は、
可撓性部分８１０の底面に設けられた舌状部１０６５を受容して、ハウジング８０５を可
撓性部分８１０にしっかりと、しかしながら着脱自在に固着するように構成されている。
溝１０６０と舌状部１０６５の相互作用により、ハウジング８０５は可撓性部分８１０に
対して容易に着脱できる。かかる構成により、ハウジング８０５は、可撓性部分が舌状部
１０６５と同様な舌状部を備えている限り可撓性部分８１０とは異なるサイズ及び形状の
多数の可撓性部分に容易に固着することができる。かかる別の可撓性部分は、それらの大
きさ及び形状を、ふくらはぎや大腿部のような身体の特定部分にぴったり合うように調整
することが可能であり、また、上腕又は胸の左上部のような特定の場所に舌状部を有する
シャツのような衣服によりかかる別の可撓性部分を構成して、ハウジング８０５を着用者
の心臓の上に配置させることができる。本願の出願人が所有する米国特許出願第０９／４
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１９，６００号（本願の一部として引用する）は、身体の運動または柔軟性に対する妨げ
とならないように特定のサイズ及び形状のセンサー装置の装着に特に適した身体の幾つか
の場所を指定している。当業者であればわかるように、溝１０６０と舌状部１０６５とを
逆にして、溝１０６０を可撓性部分８１０に、また舌状部１０６５をハウジング８０５に
設けてもよい。当業者であればわかるように、ハウジング８０５を可撓性部分８１０にし
っかりと、しかしながら着脱自在に固着するための多数の択一的構成が存在する。これら
の択一的構成には、一時的な接着剤、ねじ、ハウジング８０５と可撓性部分８１０の間を
摩擦により保持する緊密な嵌合、ハウジング８０５及び可撓性部分８１０の各々に設けた
磁石、周知のスナップ及びスナップ機構、可撓性部分８１０の螺設部に嵌合するハウジン
グ８０５に設けた螺設部、可撓性部分８１０をハウジング８０５の上に配置すると可撓性
部分８１０の一部の周りに嵌合しハウジング８０５に設けた溝と係合するＯリングまたは
同様な弾性バンド、またはハウジング８０５を身体の上に配置し、可撓性部分８１０をそ
の上に配置してストラップ８１１などにより身体に固着する単なる圧力が含まれるが、そ
れらに限定されない。図３２を参照して、該図は可撓性部分８１０がハウジング８０５に
設けた溝１０６５に嵌合する弾性または同様なバンドより成る、可撓性部分８１０をハウ
ジング８０５に着脱自在に固定するさらに別の構造を示す。ハウジング８０５及び可撓性
部分８１０を身体の上に配置して、ハウジング８０５と可撓性部分８１０との間のギャッ
プ１０６４に挿入したストラップ８１１などにより定位置に保持することができる。
【０１２０】
　図３３は、ハウジング８０５が固着される特定の可撓性部分に応じて、その機能、設定
または能力のようなセンサー装置８００の動作パラメータを自動的に調整または変更する
ように構成されたセンサー装置８００の別の実施例を示す。例えば、エネルギー消費のよ
うな１つのパラメータの計算は、年齢、身長、体重及び性別のような各個人に特有な情報
により異なる。個人がそれぞれ装置を着用したい時にセンサー装置８００に情報を入力す
るのではなくて、装置を着用しようとする各個人が情報を一度入力すると、その可撓性部
分がセンサー装置をして特定の情報に基づき測定を行わせることができる。あるいは、ユ
ーザーデータを保存するためのセンサー装置８００のメモリーを、ユーザーデータが混じ
り合うのを回避するために、ユーザー毎に１つだけの、幾つかの区分に分割することがで
きる。センサー装置８００は、使用中の特定の可撓性部分に応じて収集したデータを保存
する場所を変更するように構成することができる。さらに、センサー装置８００は、特定
の着用者及びその習癖、人口統計情報及び／または活動について知ると、ハウジング８０
５が固着される特定の可撓性部分に応じて、異なる態様で較正及び再較正することができ
る。
【０１２１】
　本発明の特定の実施例によると、ハウジング８０５には、それぞれがＰＣＢ８６０上に
ある第１の磁気スイッチ１０７０及び第２の磁気スイッチ１０７５が設けられている。可
撓性部分８１０の上、またはその内部には、インサート成形法によるなどして磁石１０８
０が設けられている。磁石１０８０は、ハウジング８０５が可撓性部分８１０に固着され
ると第１の磁気スイッチ１０８０及び第２の磁気スイッチ１０７５のうちの一方と整列し
てそれを作動するように可撓性部分８１０上、またはその内側に配置されている。図３３
に示す実施例では、第２の磁気スイッチ１０７５が作動される。図３３に示す可撓性部分
８１０に類似の第２の可撓性部分８１０も提供されるが、その違いは、ハウジング８０５
が、図３３に示す同じハウジング８０５が第２の可撓性部分８１０に固着されると第１の
磁気スイッチ１０７０が作動されるように磁石１０８０が配置されていることである。ハ
ウジング８０５、特に処理ユニット９００は、第１の磁気スイッチ１０７０及び第２の磁
気スイッチ１０７５のうち何れが作動されるか、即ち、何れの可撓性部分８１０が使用中
であるかに応じて、その機能、設定または能力を変更するようにプログラムすることがで
きる。従って、夫と妻が単一のハウジング８０５を共有できるが、それぞれの可撓性ウイ
ング８１０は磁石１０８０が場所が異なるため同一ではない。かかる場合、ハウジング８
０５を、第１の磁気スイッチ１０７０が作動されると夫に特有の機能、設定または能力で
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作動されるように、また、第２の磁気スイッチ１０７５が作動されると妻に特有の機能、
設定または能力で作動されるようにプログラムすることができる。図３３にはただ２つの
磁気スイッチを示すに過ぎないが、家族全員のように家族の各構成員がそれ自身の可撓性
部分を持つようにして、多数の磁気スイッチ及び多数の可撓性部分の使用によりセンサー
装置８００を多数の着用者のためにプログラムできることがわかるであろう。さらに別の
方法として、各々が異なる場所に磁石を有する、身体のそれぞれ異なる部分に着用するた
めの多数の可撓性部分を提供するようにしてもよい。その場合、ハウジング８０５を、身
体の種々の部分に対して行うべき感知対象に特有の機能、設定または能力を有するように
、また、ハウジング８０５が適当な可撓性部分に固着されるとその部分が作動されるよう
にプログラムすることができる。従って、この実施例のセンサー装置８００は「スマート
」な装置である。当業者であればわかるように、第１及び第２の磁気スイッチ１０７０及
び１０７５並びに磁石１０８０の代替物により図３３に関連して説明した機能を与えるよ
うにしてもよい。かかる代替物には、可撓性部分８１０上の特定場所に設けたピンのよう
な突出部により作動されるハウジング８０５内の機械的スイッチ、可撓性部分８１０の特
定場所に選択的に設けた、１またはそれ以上の半透明部分及び単一の不透明、反射性また
はフィルタリング部分により周囲光がブロックされ、反射されまたはフィルタリングされ
ると作動されるハウジング８０５内の光センサーアレイより成る光スイッチ（半透明部分
は対応の光スイッチを作動せず、不透明、反射性またはフィルタリング部分は対応の光ス
イッチを作動する）、可撓性部分８１０の特定場所に設けた導体により作動されるハウジ
ング８０５内の電子スイッチが含まれるが、これらに限定されない。さらに別の方法とし
て、ハウジング８０５に複数のスイッチを設け、各可撓性部分８１０に或る特定の選択さ
れたスイッチを作動するように配置された１またはそれ以上のスイッチ作動手段を設けて
もよい。ハウジング８０５の動作パラメータは、この実施例では、１またはそれ以上のス
イッチのうち作動される特定セットのスイッチに応じて変化するように構成されるであろ
う。従って、この実施例は、何れの可撓性部分８１０を使用するかに応じてハウジング８
０５の動作パラメータを変更する符号化方式を用いる。さらに別の方法として、ハウジン
グ８０５に、スイッチ作動手段の特性によるなどして、作動される態様または状態に応じ
てハウジング８０５の動作パラメータを変更するように構成された単一のスイッチを設け
てもよい。例えば、そのスイッチを、各可撓性部分８１０に設けられた磁石の磁気レベル
または強度に応じて複数の異なる態様で作動される磁気スイッチにしてもよい。その場合
、各々が異なる強さの磁石を有する複数の可撓性部分８１０を提供することができる。さ
らに、任意特定の可撓性部分８１０に、各々がハウジング８０５内のスイッチを異なる態
様で作動できる異なる強さの複数の磁石を設けてもよい。かかる可撓性部分８１０は、可
撓性ウイング８０５の一部を回転させるなどして特定の磁石をスイッチに整列させると、
ハウジング８０５の種々の動作パラメータを選択的にトリガーすることができる。別の方
法として、スイッチとして電気スイッチを、また、スイッチ作動手段として異なる抵抗を
有する導体を用いてもよい。この実施例において、スイッチは回路を閉じるスイッチ作動
手段の測定された抵抗に応じて種々の態様で作動される。
【０１２２】
　図３４を参照して、さらに別の実施例のセンサー装置８００として、ハウジング８０５
の背面に接着剤１０８５を設けることにより、可撓性部分８１０なしに、ハウジング８０
５を心臓の上方の胸の左上部のような身体の選択された部分に着脱自在に固着することが
できる。接着剤１０８５としては、ハウジング８０５を身体にしっかりと固定するため、
ある期間ハウジングを着用できるが、使用後は身体から容易に取り外せるようにする、よ
く知られた任意の接着剤でよい。接着剤１０８５は、例えば、ハウジング８０５を身体に
心地よく装着できるようにする両面接着性の発泡裏材より成る。さらに、ハウジング８０
５は、低コストのためセンサー装置８００を使い捨てできるようにする、本願の一部とし
て引用する米国特許第６，３６８，２７８号に記載されたような周知の可撓性プラスチッ
クフィルムなどで形成してもよい。かかる使い捨てのセンサー装置はその使い捨て性を改
善するために電気化学式ディスプレイを含むものでよい。心臓関連のパラメータを検知す
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るために胸の左上部または他の任意の適当な領域上に配置される実施例において、センサ
ー装置８００は心拍数、拍動または拍動のばらつき、ＥＣＧまたはＥＫＧ、脈拍酸素飽和
度、マイクロホンで検知されるような心音、超音波または微小パルスレーダー装置で検知
されるような心臓の機械的作用のような心臓関連パラメータを感知するための上述した１
またはそれ以上のセンサーを含む。
【０１２３】
　図３５Ａ－Ｈ及び３６Ａ－Ｈは、センサー装置８００の人間工学的設計に関する本発明
の局面を示す。図３５Ａ及び３５Ｂを参照して、該図は、従来技術のセンサー装置の着用
者の身体１１１０上に配置された断面が矩形の装置のハウジング１１００を示す。図３５
Ｂからわかるように、特定の活動時において種々の身体部分の位置に応じて毎分何度もま
たは長い期間の間起こるように身体１１１０が撓曲して凹部を形成すると、ハウジング１
１００のかなりの部分が身体１１１０から離脱する。ハウジング１１００がこのように離
脱すると、従来技術のセンサー装置の正確な測定を行いデータを収集する能力が、特に図
３５Ｄの矢印で示す断面の中心近くで読みをとる場合に毀損することになる。
【０１２４】
　図３５Ｃ－Ｈは、本発明の種々の局面に従って図２３の線Ｃ－Ｃに沿う装置８００のハ
ウジング８０５を示す断面図である。図３５Ｃ－Ｈに示す断面は、ＧＳＲセンサー８２５
間の図２３のハウジング８０５の中間部分近くでとったものである。図３５Ｃからわかる
ように、ハウジング８０５の底面１１１５は、身体１１１０が撓曲し凹部を形成してもハ
ウジング８０５の底面１１１５の実質的な部分がその凹部に密着して身体１１１０と接触
関係を保つように、一般的に凹形になっている。図３５Ｂからわかるように、本体１１１
０が凸部を形成するように反対方向に撓曲すると、図３５Ｄの矢印で示すようにハウジン
グ８０５の中心部分は身体１１１０と接触関係を保つ。図３５Ｄで示すように、ハウジン
グ８０５が身体１１１０に形成された凹部内で揺れ動いても同じである。図３５Ｆを参照
して、身体１１１０は時として極限まで、即ち、設計された予想の最大値以上に撓曲して
、底面１１１５を凸状にしても、依然として底面１１１５が身体１１１０から離脱するこ
とがある。この問題に対する解決法は、ハウジング８０５の横方向端部１１２０Ａ及び１
１２０Ｂの、底面１１１５の横方向両端部にそれぞれ隣接しそれを含む所に、丸み付け部
分１１２５Ａ及び１１２５Ｂを設けた図３５Ｇに示されている。丸み付け部分１１２５Ａ
及び１１２５Ｂにより、ハウジング８０５は、身体１１１０が極限まで撓曲しても、その
時生じる凹部内に密着することができる。さらに、丸み付け部分１１２５Ａ及び１１２５
Ｂは身体１１１０と接触する図３５Ｆに示す鋭い端縁部１１３８Ａ及び１１３８Ｂがない
ため、より良い着け心地を与える。図３５Ｈは、身体１１１０が弛緩した状態にある時、
少なくとも一部は皮膚の粘性により身体１１１０がハウジング８０５の形状に如何に合致
するかを示す。
【０１２５】
　図３６Ａは、図３５Ａ及び３５Ｂに示す断面をとった線に垂直な線に沿う従来技術のセ
ンサー装置のハウジング１１００を示す。図３６Ａからわかるように、ハウジング１１０
０が身体１１１０の凸状部分に配置されると、ハウジング１１００のかなりの部分、特に
図３６Ａの矢印で示すその横方向端部は身体１１１０と接触しなくなる。図３６Ｂ－Ｈは
、図２３に示す線Ｄ－Ｄに沿う本発明の種々の局面に従うハウジング８０５の断面を示す
。図３６Ｂからわかるように、ハウジング８０５の底面１１１５は、身体１１１０の凸状
部分を受けるほぼ凹形部分を有する。図３６Ｃを参照して、横方向端部１１３０Ａ及び１
１３０Ｂの、底面１２１５の両方の横方向端部に隣接しそれを含む所に丸み付け部分１１
３５Ａ及び１１３５Ｂを設け、これにより、たとえ身体１１１０が極限まで、即ち設計さ
れた予想最大値よりも大きく撓曲してもハウジング８０５が身体１１１０と密着状態を保
つことができ、また、図３６Ｂに示す鋭い端縁部１１４０Ａ及び１１４０Ｂがないため着
け心地がよい。図３６Ｄに示すように、身体１１１０は弛緩した状態の時はハウジング８
０５の形状に合致する傾向がある。図３６Ｅ及び３６Ｆに示すように、身体１１１０が凸
形度を減少させるか凸形形状を生じさせるように撓曲すると、矢印で示すような点で身体
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１１１０との良好な接触が維持される。かくして、矢印に示す点は身体１１１０と接触関
係を維持する傾向があるため、これらの点にセンサーまたは感知素子を配置すると有利で
あることがわかるであろう。例えば、矢印の点に配置された熱束皮膚インターフェイス部
材８３５及び皮膚温度皮膚インターフェイス部材８４０示す図３６Ｈ及び３６Ｇは、この
点を示している。図３６Ｇ及び３６Ｈからわかるように、身体１１１０と皮膚温度皮膚イ
ンターフェイス部材８４０との間には点接触以上のものがある。
【０１２６】
　図３７は、底面１１１５が図３５Ｃ－３５Ｈに示すほぼ凸形形状と、図３６Ｂ－Ｈに示
すほぼ凹形形状を有する本発明の実施例によるハウジング８０５の等角投影図である。詳
述すると、着用者の身体に隣接して取り付けるハウジング８０５の内側表面である底面１
１１５は、縦方向軸１１４１と横方向軸１１４２とを有する。底面１１１５は、縦方向軸
１１４１と一致する凹軸１１４３においてほぼ凹形の形状を有するが、これは、この面が
内側表面１１１５の第１の横方向端部１１４４から内側表面１１１５の第２の横方向端部
１１４５への第１の方向に延びることを意味する。底面１１１５は、横方向軸１１４１と
一致する凸軸１１４６においてほぼ凸形形状を有するが、これは、この面が内側表面１１
１５の第３の横方向端部１１４７から内側表面１１１５の第４の横方向端部１１４８への
第２の方向に延びることを意味する。図３７からわかるように、第１及び第２の方向並び
に縦方向軸１１４１及び横方向軸１１４２は互いにほぼ垂直である。
【０１２７】
　図３８Ａ－Ｄを参照すると、平坦な頂面１１５０及び平坦な横方向端部１１３０Ａ及び
１１３０Ｂを有するハウジング８０５は、かかる平坦な表面が壁、ドアまたは引き出し、
キャビネットもしくは机のコーナーまたは端縁部のような物体１１５５を変形させるよう
になっていないため、それらの物体に突き当たる傾向があることがわかるであろう。身体
１１１０の上でハウジング８０５が動くと、正確な測定を行いデータを収集するセンサー
装置８００の能力に悪影響がでる。図３９Ａ－Ｇは、物体１１５５を変形させて身体１１
１０上のハウジング８０５の移動を実質的に阻止するように構成された本発明の種々の局
面を示す。さらに、図３９Ａ－Ｇに示す実施例は、センサー装置８００の耐久性を増加さ
せ、センサー装置８００の上にウェットスーツのような衣服などを容易に着用できるよう
にする。図３９Ａからわかるように、ハウジング８０５はその幅が底面１１１５から頂面
１１５０への方向において減少するようにテイパー付き側部１１６０Ａ及び１１６０Ｂを
有するようにしてもよい。あるいは、図３９Ｂを参照して、ハウジング８０５の頂面１１
５０を凸形形状にしてもよい。さらに別の方法として、図３９Ｃからわかるように、ハウ
ジング８０５に、その横方向端部が実質的に半円形状となるように丸み付け部分１１３５
Ａ及び１１３５Ｂと出会う丸み付け部分１１６５Ａ及び１１６５Ｂを設けてもよい。図３
９Ｄに示すように、ハウジング８０５はテイパー付き側部１１６０Ａ及び１１６０Ｂ並び
に凸状頂面１１５０の両方を備えるようにしてもよい。図３９Ｅは、丸み付け部分１１３
５Ａ及び１１３５Ｂがそれぞれテイパー付き側部１１６０Ａ及び１１６０Ｂと出会う点１
１７０Ａ及び１１７０Ｂがそれ自体丸み付けされた、図３９Ｅのハウジング８０５の変形
例を示す。図３９Ｆは、細長いテイパー付き側部１１６０Ａ及び１１６０Ｂを有する、図
３９Ｂのハウジング８０５の変形例である。図３９Ｇは、図３９Ｅに示す実施例のような
ハウジング８０５の物体１１５５を変形させる能力が、ほぼ凸状の外側表面を有する可撓
性部分８１０を付加することにより如何に増加するかを示す。さらに、熱が身体１１１０
から離れる方向に流れるように可撓性部分８１０と身体１１１０との間に空気チャンネル
が設けられる。
【０１２８】
　本明細書に用いた用語及び表現は、説明の目的のためであって限定の意図はない。かか
る用語及び表現の使用に当たり、本願に示す特徴部分の均等物を除外する意図はなく、本
発明の範囲から逸脱することなく種々の変形例及び設計変更が可能であることを理解され
たい。本発明の特定の実施例を説明したが、本発明は図示説明した実施例だけに限定され
ず、多数の変形及び設計変更が可能であることを理解されたい。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】
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【図２１】 【図２２】

【図２３】

【図２４】

【図２５】

【図２６】
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【図２７】 【図２８】

【図２９】 【図３０】
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【図３１】

【図３２】

【図３３】

【図３４】

【図３５Ａ】

【図３５Ｂ】

【図３５Ｃ】

【図３５Ｄ】

【図３５Ｅ】

【図３５Ｆ】

【図３５Ｇ】

【図３５Ｈ】

【図３６Ａ】

【図３６Ｂ】
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【図３６Ｃ】

【図３６Ｄ】

【図３６Ｅ】

【図３６Ｆ】

【図３６Ｇ】

【図３６Ｈ】

【図３７】

【図３８Ａ】

【図３８Ｂ】

【図３８Ｃ】

【図３８Ｄ】

【図３９Ａ】

【図３９Ｂ】

【図３９Ｃ】
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【図３９Ｄ】

【図３９Ｅ】

【図３９Ｆ】

【図３９Ｇ】

【手続補正書】
【提出日】平成23年2月3日(2011.2.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　着用者の身体から人間の生理学的情報及びコンテキスト情報のうちの少なくとも１つを
検知する装置であって、
　着用者の身体へ着脱自在に固着するための接着剤を有するハウジングと、
　着用者の１またはそれ以上の生理学的パラメータを示すデータの発生を容易にするよう
に構成された生理学的センサー及び着用者の１またはそれ以上のコンテキストパラメータ
を示すデータの発生を容易にするように構成されたコンテキストセンサーより成る群から
選択され、ハウジング内に支持された少なくとも２つのセンサーと、
　ハウジング内に支持され、センサーと電気通信関係にあり、生理学的パラメータを示す
データ及びコンテキスト情報を示すデータのうちの少なくとも１つから導出データを発生
する処理ユニットと、
　ハウジング内に支持され、生理学的パラメータを示すデータ、コンテキスト情報を示す
データ及び導出データのうちの少なくとも１つを送受信するトランシーバとより成る情報
検知装置。
【請求項２】
　ハウジングに着脱自在に且つ選択的にしっかりと固着可能な１またはそれ以上のさらに
別の装着部分を備えた請求項１の情報検知装置。
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【請求項３】
　装着部分と、さらに別の装着部分のうちの少なくとも１つとは着用者の身体のそれぞれ
異なる部分に係合するように構成されている請求項２の情報検知装置。
【請求項４】
 コンピュータ装置との間で情報を送受信する無線トランシーバーをさらに備えた請求項
１の情報検知装置。
【請求項５】
　コンピュータ装置は、装置のユーザーへ情報を表示し、ユーザーが情報を入力できるよ
うに構成されている請求項４の情報検知装置。
【請求項６】
　コンピュータ装置と処理ユニットとは共用計算するように構成されている請求項５の情
報検知装置。
【請求項７】
　ハウジングはさらにディスプレイを有する請求項２の情報検知装置。
【請求項８】
　ハウジングはさらにディスプレイを有する請求項１の情報検知装置。
【請求項９】
　１またはそれ以上のセンサーは１またはそれ以上の心臓関連パラメータを感知するセン
サーより成る請求項１の情報検知装置。
【請求項１０】
　１またはそれ以上の心臓関連パラメータは、心拍数、拍動のばらつき、心電図、脈拍酸
素飽和度、心音及び心臓の機械的作用に関連するパラメータのうちの少なくとも１つを含
む請求項９の情報検知装置。
【請求項１１】
　身体の前記一部は左胸よりなる請求項１０の情報検知装置。
【請求項１２】
　処理ユニットは、センサーと電気通信関係にあり、（ｉ）生理学的パラメータを示すデ
ータの少なくとも一部と、コンテキスト情報を示すデータの少なくとも一部のうちの少な
くとも１つからの導出データと、（ｉｉ）生理学的パラメータを示すデータと、コンテキ
ストパラメータを示すデータと、導出データとの少なくとも一部からの分析状態データの
うち１つを発生するように構成されており、
　前記検知装置はさらに、
　生理学的情報を示すデータ、コンテキストパラメータを示すデータ、導出データ及び分
析状態データのうちの少なくとも１つを取り出し自在に保存するために処理ユニットと電
気通信関係にある電子メモリーと、
　生理学的パラメータを示すデータ、コンテキストパラメータを示すデータ、導出データ
及び分析状態データのうちの少なくとも１つを着用者に送信する手段とを備える請求項１
の情報検知装置。
【請求項１３】
　ハウジングは可撓性材料より成る請求項１２の情報検知装置。
【請求項１４】
　可撓性材料は可撓性プラスチックフィルムより成る請求項１３の情報検知装置。
【請求項１５】
　送信手段は電気化学式ディスプレイより成る請求項１２の情報検知装置。
【請求項１６】
　身体の前記一部は左胸より成り、着用者の１またはそれ以上の生理学的パラメータを示
すデータは心臓関連パラメータより成る請求項１２の情報検知装置。
【請求項１７】
　コンピュータ装置との間で情報を送受信する無線トランシーバーをさらに備えた請求項
１２の情報検知装置。



(51) JP 2011-120917 A 2011.6.23

【請求項１８】
　処理ユニットとコンピュータ装置とは共用計算するように構成されている請求項１７の
情報検知装置。
【請求項１９】
　送信手段は物理的接続により処理ユニットに結合されている請求項１２の情報検知装置
。
【請求項２０】
　コンピュータ装置は無線接続により処理ユニットにより結合されている請求項１９の情
報検知装置。
【請求項２１】
　前記装置に情報を手動で入力する手段をさらに備えた請求項１２の装置。
【請求項２２】
　分析状態データは手動で入力される情報の少なくとも一部から発生される請求項１２の
情報検知装置。
【請求項２３】
　送信手段は処理ユニットに結合されたコンピュータ装置より成り、処理ユニットは個人
の１またはそれ以上の生理学的状態が検知されるとコンピュータ装置に事象をトリガーさ
せるように構成されている請求項１２の情報検知装置。
【請求項２４】
　処理ユニットは、個人の１またはそれ以上の生理学的状態が検知されるとコンピュータ
装置に事象をトリガーさせるように構成されている請求項１２の情報検知装置。
【請求項２５】
　１またはそれ以上のセンサーは、少なくとも２つの電気接点を有するＧＳＲ測定センサ
ーと、皮膚温度センサーと、周囲温度センサーと、加速度計と、周囲光センサーと、周囲
音センサーと、ＥＭＧセンサーと、ＥＣＧセンサーと、皮膚インピーダンスセンサーのう
ちの少なくとも１つより成る請求項１の情報検知装置。
【請求項２６】
　１またはそれ以上のセンサーは少なくとも２つの電気接点を有するＧＳＲ測定センサー
より成り、電気接点は模様の付いた表面を有する請求項１の情報検知装置。
【請求項２７】
　模様の付いた表面は複数の隆起バンプより成る請求項２６の情報検知装置。
【請求項２８】
　ＧＳＲ測定センサーはさらに、電気接点間に電流を流して電気接点間の電圧を測定する
電流ループより成る請求項２６の情報検知装置。
【請求項２９】
　１またはそれ以上のセンサーは、装置の着用者の皮膚と接触するように構成された感知
コンポーネントを有し、感知コンポーネントは複数の超小型針より成る請求項１の情報検
知装置。
【請求項３０】
　装置を着用中であるか否かを感知する近接センサーをさらに備えた請求項１の情報検知
装置。
【請求項３１】
　装置の電源を自動的に開閉する近接センサーをさらに備えた請求項１の情報検知装置。
【請求項３２】
　プロセッサは装置の着用者にフィードバック情報を与えるためにフィードバック手段に
結合されている請求項１の情報検知装置。
【請求項３３】
　コンピュータ装置は電子メディアプレイヤ及びビデオゲームコンソールより成る群から
選択される請求項４の情報検知装置。
【請求項３４】
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　コンピュータ装置へ送信される情報はコンピュータ装置により制御入力として利用され
、コンピュータ装置の動作は送信される情報により修正される請求項３３の情報検知装置
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、個人の生理学的状態及び種々のコンテキストパラメータに関するデータを収
集し保存するための１またはそれ以上のセンサーを備えた情報検出装置に係る。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　本発明によると、着用者の身体から人間の生理学的情報及びコンテキスト情報のうちの
少なくとも１つを検知する装置であって、着用者の身体へ着脱自在に固着するための接着
剤を有するハウジングと、着用者の１またはそれ以上の生理学的パラメータを示すデータ
の発生を容易にするように構成された生理学的センサー及び着用者の１またはそれ以上の
コンテキストパラメータを示すデータの発生を容易にするように構成されたコンテキスト
センサーより成る群から選択され、ハウジング内に支持された少なくとも２つのセンサー
と、ハウジング内に支持され、センサーと電気通信関係にあり、生理学的パラメータを示
すデータ及びコンテキスト情報を示すデータのうちの少なくとも１つから導出データを発
生する処理ユニットと、ハウジング内に支持され、生理学的パラメータを示すデータ、コ
ンテキスト情報を示すデータ及び導出データのうちの少なくとも１つを送受信するトラン
シーバとより成る情報検知装置が提供される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１８】
　図３０及び３１を参照して、該図は、ハウジング８０５が装着部分または可撓性部分８
１０に着脱自在に固着されるセンサー装置８１０の別の実施例を示す。図３０及び３１に
示すように、ハウジング８０５には、その外側端縁部に沿って溝１０６０が設けられてお
り、この溝は、可撓性部分８１０の底面に設けられた舌状部１０６５を受容して、ハウジ
ング８０５を可撓性部分８１０にしっかりと、しかしながら着脱自在に固着するように構
成されている。溝１０６０と舌状部１０６５の相互作用により、ハウジング８０５は可撓
性部分８１０に対して容易に着脱できる。かかる構成により、ハウジング８０５は、可撓
性部分が舌状部１０６５と同様な舌状部を備えている限り可撓性部分８１０とは異なるサ
イズ及び形状の多数の可撓性部分に容易に固着することができる。かかる別の可撓性部分
は、それらの大きさ及び形状を、ふくらはぎや大腿部のような身体の特定部分にぴったり
合うように調整することが可能であり、また、上腕又は胸の左上部のような特定の場所に
舌状部を有するシャツのような衣服によりかかる別の可撓性部分を構成して、ハウジング
８０５を着用者の心臓の上に配置させることができる。本願の出願人が所有する米国特許
出願第０９／４１９，６００号（本願の一部として引用する）は、身体の運動または柔軟
性に対する妨げとならないように特定のサイズ及び形状のセンサー装置の装着に特に適し
た身体の幾つかの場所を指定している。当業者であればわかるように、溝１０６０と舌状
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部１０６５とを逆にして、溝１０６０を可撓性部分８１０に、また舌状部１０６５をハウ
ジング８０５に設けてもよい。当業者であればわかるように、ハウジング８０５を可撓性
部分８１０にしっかりと、しかしながら着脱自在に固着するための多数の択一的構成が存
在する。これらの択一的構成には、一時的な接着剤、ねじ、ハウジング８０５と可撓性部
分８１０の間を摩擦により保持する緊密な嵌合、ハウジング８０５及び可撓性部分８１０
の各々に設けた磁石、周知のスナップ及びスナップ機構、可撓性部分８１０の螺設部に嵌
合するハウジング８０５に設けた螺設部、可撓性部分８１０をハウジング８０５の上に配
置すると可撓性部分８１０の一部の周りに嵌合しハウジング８０５に設けた溝と係合する
Ｏリングまたは同様な弾性バンド、またはハウジング８０５を身体の上に配置し、可撓性
部分８１０をその上に配置してストラップ８１８などにより身体に固着する単なる圧力が
含まれるが、それらに限定されない。図３２を参照して、該図は可撓性部分８１０がハウ
ジング８０５に設けた溝１０６５に嵌合する弾性または同様なバンドより成る、可撓性部
分８１０をハウジング８０５に着脱自在に固定するさらに別の構造を示す。ハウジング８
０５及び可撓性部分８１０を身体の上に配置して、ハウジング８０５と可撓性部分８１０
との間のギャップ１０６４に挿入したストラップ８１８などにより定位置に保持すること
ができる。
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